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半
世
紀
ぶ
り
に
玉
山
に
登
る

鈴

木
　
正

俊

湾
の
五
月
で
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か

と

一
同
半
信
半
疑
で
あ
っ
た
。

前
回
は
、
台
中
よ
り
二
水
、水
裡
坑
、

東
捕
経
由
、
八
通
関
を
根
拠
地
と
し
て

登
頂
し
た
が
、
現
在
は
、
こ
の
路
も
使

用
不
可
能
、
ほ
と
ん
ど
廃
道
に
な

っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
急
速
、
嘉
義
よ
り

阿
里
山
、
新
高
日
経
由
に
変
更
し
た
。

こ
の
路
も
数
日
前
の
豪
雨
で
、
随
処
で

崖
く
ず
れ
の
大
変
な
悪
路
を
、
飯
場
運

搬
用
の
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗

（吾
々
五
名

に
、
東
京
よ
り
同
行
の
会
員

黒

川
恵

氏
、現
地
よ
り
山
岳
協
会
の
謝
居
高
氏
、

二
名
の
高
地
人
ポ
ー
タ
ー
、
計
九
名
）
、

日
没
後
、
東
捕
山
荘

（
二
五
八
四
ｍ
）

に
到
着
、
第

一
日
の
宿
泊
と
な

っ
た
。

七
日
、
七
時
半
山
荘
発
、
山
は
静
寂

そ
の
も
の
、
か
す
か
に
渓
流
の
音
は
間

え
る
が
、
渓
谷
は
あ
く
ま
で
も
深
く
、

山
容
は
い
か
に
も
大
き
い
。
タ
ー
タ
カ

鞍
部
よ
夕
、
今
日
の
目
的
地
排
雲
山
荘

（二
五
二
八
ｍ
）
ま
で
の
道
程
は
、
い
か

に
も
長
い
。
人

一
人
会
う
で
も
な
し
、

静
か
な
山
路
だ
が
、
平
均
年
齢
六
十
六

才
と
い
う
吾
々
隊
員
に
と
っ
て
は
、
中

々
の
苦
労
だ
。

に
わ
か
に
雷
鳴
、
小

一
時
間
の
夕
立

ち
に
遇
い
、
よ
う
や
く
に
し
て
排
雲
山

荘
に
到
着
し
た
。
立
派
な
山
小
屋
だ
。

夕
刻
、
二
十
数
名
の
地
元
の
登
山
者
が

西
山

へ
行

っ
て
来
た
と
、
ず
ぶ
濡
れ
で

到
着
、
急
に
賑
や
か
に
な
る
。

八
日
、
昨
夜
半
は
音
を
立
て
て
降

っ

て
い
た
雨
も
、
朝
方
に
は
止
み
、　
一
面

の
ガ
ス
、
し
か
し
こ
れ
も
次
第
に
う
す

れ
、
好
転
の
き
ざ
し
も
見
え
る
。
五
時

半
出
発
、
南
峰

へ
の
分
岐
点
を
過
ぎ
る

と
残
雪
も
次
第
に
多
く
な
り
、
ち
ょ
う

ど
真
夏
の
北
ア
ル
プ
ス
を
想
わ
せ
る
よ

う
な
雪
渓
を
、
何
回
と
な
く
ト
ラ
バ
ー

ス
、
直
登
。
こ
こ
ま
で
来
て
は
じ
め
て

山
岳
協
会
で
聞
い
た
話
が
実
現
、
雪
の

多
い
の
に
あ
ら
た
め
て
驚
く
。

老
岳
人
に
と
っ
て
は
、
や
は
り
山
の

高
さ
を
感
じ
、
少
々
頭
痛
を
覚
え
る
。

最
後
の
急
な
岩
場
を
登

り
、
主
峰

の

肩
、
風
日
と
呼
ば
れ
る
地
点
に
立
つ
頃

は
、
四
囲
の
ガ
ス
も
す

っ
か
り
晴
れ
、

北
峰
、
西
峰
、
東
峰
の
全
貌
が
現
わ
れ

た
。
八
時
五
十
分
、
主
山

（二
九
九
七

ｍ
）
の
頂
に
立
つ
。

半
世
紀
ぶ
り
に
再
び
立

っ
た
今
、
感

激
の
一
瞬
で
あ
る
。
昔
登
攀
し
た
主
峰

か
ら
東
山

へ
の
北
壁
、
眼
下
に
見
え
る

八
通
関
か
ら
の
登
路
、
雪
の
北
山
、
遥

か
雲
上
に
浮
ぶ
秀
姑
轡
山
、　
一
つ
一
つ

往
時
を
想
い
起
さ
せ
る
景
観
で
あ
る
。

頂
上
に
は
、
千
有
仁
先
生
の
三
米
の
銅

像
が
大
陸
に
向

っ
て
立

っ
て
い
る
。

下
山
後
、
台
湾
の
新
聞

「民
生
報
」

に
、
吾
々
の
登
頂
の
記
事
が

「山
不
老

人
老
、
経
過
四
十
五
年
的
光
陰
、
又
再

度
靖
上
玉
山
之
嶺
、
他
個
完
成
了

一
次

感
性
的
山
之
旅
」
と
書
か
れ
て
い
た
が
、

四
十
五
年
前
に
比
べ
頂
上
付
近
の
山
容

の
変
化
に
は

一
同
い
さ
さ
か
驚
く
。
東

山
か
ら
主
山

へ
の
稜
線
、
主
山
頂
上
付

近
は
も

っ
と
丸
み
を
持

っ
て
い
て
、
草

付
等
が
見
ら
れ
た
が
、
今
で
は
す

ｏ
か

り
や
せ
尾
根
に
変
化
し
て
い
る

（
こ
の

点
、
山
岳
協
会
の
方
も
、
二
十
年
こ
の

か
た
す

っ
か
り
変
貌
し
た
と
同
意
し
て

お
ら
れ
た
）。

名
残
り
お
し
さ
を
捨
て
、
約
四
十
分

今
か
ら
丁
度
四
十
五
年
前
、
昭
和
十

三
年
の
暮
か
ら
十
四
年
の
正
月
に
か
け

て
、
吾
々
が
早
大
山
岳
部
現
役
時
代
、

十
九
名
の
隊
員
を
玉
山

（当
時
の
新
高

山
）
に
送
り
、
元
旦
新
雪
の
頂
上
に
立

っ
た
。
以
後
、
三
隊
に
分
れ
、
主
山
か

ら
東
山
に
か
け
て
の
岩
壁
登
攀
隊
、
南

玉
山
方
面
と
秀
姑
彎
山
方
面

へ
の
二
隊

の
縦
走
隊
を
出
し
、
数
々
の
登
攀
に
成

功
し
た

（山
岳
第
二
十
四
年
第

一
号
に

掲
載
）。

そ
れ
か
ら
年
を
経
る
こ
と
四
十
五
星

霜
、
当
時
の
参
加
者
も
半
減
し
た
が
、

今
回
も
う

一
度
尋
ね
て
見
た
い
な
と
の

話
が
具
体
化
し
、
結
局
五
名
が
五
月
四

日
台
北

へ
向

っ
た
（隊
長
、
関
根
吉
郎
、

隊
員
、
鈴
木
正
俊
、
竹
内
孝
、百
瀬
孝
、

港
叶
、
い
ず
れ
も
本
会
会
員
）。

翌
日
早
速
、
中
華
民
国
山
岳
協
会

ヘ

入
山
挨
拶
に
伺
い
、
登
路
状
況
の
詳
細

な
説
明
を
聞
い
た
。
本
年
は
有
史
以
来

の
多
雪
で
、
四
月
に
入

っ
て
も
何
回
か

の
降
雪
が
あ
り
、
現
在
で
も
主
山
付
近

は
相
当
の
残
雪
が
あ
る
と
の
こ
と
、
台

中
華
民
国

『民
生
報
』
五
月
十
三
日

玉
山
登
山
記
事
見
出
し

日
五
高
齢
出
友
重
温
玉
出
警
夢
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で
頂
上
を
後
に
す
る
。
い
つ
の
間
に
か

又
も
ガ
ス
に
包
ま
れ
、
小
雨
さ
え
降

っ

て
来
た
。
全
く
恵
ま
れ
た
頂
上
の
四
十

分
で
あ
っ
た
。
次
第
に
雨
足
ま
激
し
く

な
り
、
雷
鳴
さ
え
聞
え
る
。
ふ
り
返
れ

ば
厚
い
雲
間
に
、
今
ま
で
立

っ
て
い
た

主
峰
の
頭
が
見
え
る
。
今
日
は

一
気
に

塔
塔
加
鞍
部
ま
で
下
り
、
迎
え
の
ト
ラ

ッ
ク
で
阿
里
山
ま
で
の
予
定
で
あ
る
。

塔
塔
加
鞍
部
ま
で
の
道
の
り
の
長
い

こ
と
、　
一
昨
日
か
ら
よ
く
も
こ
ん
な
所

を
登

っ
た
も
の
だ
と
、　
一
同
無
言
で
下

る
。
す

っ
か
り
日
も
暮
れ
、
暗
黒
の
悪

白
神
山
地

の
ブ
ナ
原
生
林

中

村
　
あ

や

ソ

φ

ｂ

′

φ

ｂ

′

φ

ｂ

′

φ

ｂ

′

φ

惚

′

め

路
を
例
の
も
の
す
ご
い
ト
ラ
ッ
ク
で
二

十

一
時
、
阿
里
山
口
に
到
着
、
無
事
下

山
。
翌
日
、
台
中
経
由
、
東
西
横
貫
を

タ
ロ
コ
峡
谷

へ
下
り
、
花
連
よ
り
台
北

に
帰
着
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
紙
上
で
今
回
甚
大
な

る
御
世
話
に
な

っ
た
中
華
民
国
山
岳
協

会
の
皆
様
、
ま
た
終
始
細
部
に
亘
り
御

面
倒
を
見
て
頂
い
た
国
際
聯
絡
組
長
、

周
文
先
生
、
ま
た
現
地
同
行
の
稲
門
山

岳
会
老
岳
友
、
登
頂
成
功
の
労
を
取

っ

て
下
さ

っ
た
謝
居
萬
先
生
に
深
甚
の
御

礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

が
、
そ
の
頃
は
ヤ
ブ
が
深

く
稜
線
を
通
る
こ
と
は
困

難
な
の
で
、
林
道
予
定
の

現
地
を
見
る
目
的
で
、
残

雪
期
に
夫
と
私
は
出
か
け

る
こ
と
に
し
た
。

四
月
二
十
九
日
入
森
駅
で
、
弘
前
か

ら
わ
ざ
わ
ざ
出
て
来
ら
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｃ
会

員
の
根
深
氏
と
、
弘
前
労
山
の
成
田
、

工
藤
、
原
子

（は
ら
ご
）
の
三
氏
に
出

迎
え
ら
れ
、
成
田
氏
の
車
で
雨
は
上

っ

た
が
暗
い
空
の
下
を
ニ
ツ
森
に
向
う
。

秋
田
側
は
長
年
に
亘
り
、
伐
り
つ
く
さ

れ
、下
部
は
杉
林
と
な

っ
て
い
る
が
、高

度
八
〇
〇
米
辺
り
か
ら
ブ
ナ
の
皆
伐
に

よ
る
裸
地
と
な
り
、
昨
年
作
ら
れ
た
ば

か
り
の
初
年
度
分
青
秋
林
道
が
の
び
て

い
た
。
道
路
に
雪
が
出
て
来
た
の
で
車

を
降
り
、林
道
歩
き
、や
が
て
笹
の
中
に

つ
け
ら
れ
た
登
山
道
に
は
い
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と

一
面
雪
の
見
事
な
ブ
ナ
林

と
な
る
。
三
村
境
に
登
る
と
正
面
は
る

か
に
岩
木
山
が
見
え
、
日
の
下
の
赤
石

川
源
流
は

一
望
の
ブ
ナ
林
で
あ

っ
た
。

ニ
ツ
森
頂
上
に
つ
い
た
時
は
雨
と
ガ

ス
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
弘

前
組
は
下
山
、
御
好
意
を
謝

し

て
別

れ
、
私
達
は
鞍
部
に
向
か
う
。
こ
の
先

は
全
く
道
が
な
い
の
で
、
で
き
る
だ
け

残
雪
を
拾

っ
て
歩
き
、
原
生
林
の
中
に

テ
ン
ト
を
張
る
。
止
む
か
と
思

っ
た
雨

は
ま
す
ま
す
激
し
く
、
強
風
も
加
わ
っ

て
テ
ン
ト
が
飛
ば
さ
れ
は
し
な
い
か
と

思
い
な
が
ら
夜
を
明
か
し
た
。

翌
朝
も
雨
だ
っ
た
が
、
キ
シ
ネ
グ
ラ

を
過
ぎ
る
頃
か
ら
明

る
く

な

っ
て
来

た
。
今
年
は
雪
ど
け
が
早
く
、
ヤ
ブ
の

出
て
い
る
所
は
ネ
マ
ガ
リ
タ
ケ
、
ナ
ナ

カ
マ
ド
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ブ
ナ
の
幼
樹

等
々
が
密
生
し
、
進
む
の
は
な
か
な
か

困
難
だ
。
雁
森
岳
は
南
面
が
切
れ
お
ち

た
痩
尾
根
で
ヤ
ブ
が
深
く
、
う

っ
か
り

す
る
と
、
強
い
枝
で
は
じ
き
と
ば
さ
れ

そ
う
な
感
じ
だ
。
頂
上
付
近
は
マ
ン
サ

ク
の
花
盛
り
だ
っ
た
。
気
温
は
低
く
、

一
時
は
霰
に
見
舞
わ
れ
た
。
こ
の
あ
た

り
は
秋
田
側
も
ブ
ナ
原
生
林
が
ひ
ろ
が

っ
て
、
人
間
の
気
配
も
感
じ
ら
れ
な
い

原
始
境
だ
。
し
か
し
こ
こ
に
も
林
道
を

標
示
す
る
赤
印
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
ん
な
所
に
林
道
を
つ
け
た
ら
斜
面
は

崩
壊
し
、冬
は
長
期
間
利
用
で
き
ず
、景

観
は
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。
青
秋
林
道
は
延
々
と
ヤ
セ
た
稜
線

に
沿

っ
て
進
み
、
前
方
に
大
き
く
見
え

る
青
鹿
岳
を
越
え
て
、
弘
前

へ
ぬ
け
る

計
画
だ
と
い
う
。
気
持
の
よ
い
雪
の
斜

面
を
登

っ
て
ト
ッ
チ
ャ
カ
岳
に
着
く
。

そ
の
先
の
ピ
ー
ク
で
二
日
目
の
泊
り
。

翌
日
は
晴
、
左
に
青
鹿
岳
を
見
て
コ

ー
ス
を
選
び
つ
つ
小
岳
に
向
う
。
足
に

か
ら
ま
る
潅
木
や
ネ
マ
ガ
リ
タ
ヶ
と
格

闘
し
な
が
ら
、
小
岳
の
肩
に
着
く
。
荷

物
を
置
き
、　
ハ
イ
マ
ツ
を
漕
い
で
登
る

と
ヤ
ブ
の
中
に
ピ
ン
ク
の
イ
ワ
ナ
シ
の

花
に
囲
ま
れ
て
小
岳
の
三
角
点
が
あ

っ

た
。
空
は
す

っ
か
り
晴
れ
て
北
西
に
自

神
岳
、
そ
し
て
ニ
ツ
森
、
雁
森
、
ト
ッ

チ
ャ
カ
、
こ
れ
か
ら
行
く
冷
水
岳
、
駒

ケ
岳
が
見
わ
た
せ
る
。
小
岳
の
降
り
は

原
生
林
の
中
の
明
る
い
雪
の
斜
面
で
、

今
通

っ
た
ば
か
り
と
思
わ
れ
る
カ
モ
シ

カ
の
足
跡
が
深
く
刻
ま
れ
、
い
き
い
き

し
た
眺
躍
が
日
に
見
え
る
よ
う
だ
。
二

ツ
森
で
見
た
ク
マ
グ
ラ
や

カ

モ
シ
カ

等
、
動
物
達
の
こ
の
別
天
地
が
破
壊
さ

れ
な
い
こ
と
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
鞍
部
に
テ
ン
ト
。
秋
田
側
は
も
う

こ
こ
ま
で
林
道
が
入
り
、
ブ
ナ
は
す

っ

か
り
伐
り
は
ら
わ
れ
て
い
た
。

五
月
二
日
は
、
深
い
ガ
ス
・で
冷
水
岳

へ
の
尾
根
を
と
り
違
え
た
り
し
た
が
、

途
中
か
ら
晴
れ
、
背
丈
を
越
す
ネ
マ
ガ

リ
タ
ケ
を
か
き
分
け
か
き
分
け
稜
線
に

着
く
。
ヤ
ブ
の
稜
線
を
辿
る
と
、
左
下

の
雪
原
に
黒
々
と
池
が
横
た
わ
り
、
や

が
て
ブ
ナ
林
の
雪
の
斜
面
に
出
る
。
腰

を
お
ろ
し
て
、
こ
の
美
し
い
原
生
林
を

ゆ

っ
く
り
味
わ
っ
た
。
冷
水
岳
頂
上
は

広
々
と
雪
原
が
ひ
ろ
が
り
、
青
空
に
大

き
く
枝
を
ひ
ろ
げ
た
ダ
ケ
カ
ン
バ
が
陽

に
輝
き
、
太
い
ブ
ナ
の
間
に
岩
木
山
が

秀
麗
な
姿
を
み
せ
て
い
た
。
元
来
た
道

を
引
返
し
林
道
を
降
る
。
植
え
ら
れ
た

杉
苗
は
茶
色
く
枯
れ
、
斜
面
が
崩
れ
て

道
の
あ
ち
こ
ち
が
大
岩
や
土
砂
で
ふ
さ

が
れ
て
い
た
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
が
い
っ
ぱ

い
顔
を
出
し
て
い
る
道
端
に
テ
ン
ト
を

張
る
。

翌
朝
、
車
道
で
偶
々
秋
田
支
部
の
佐

々
木
、
打
矢
両
会
員
に
会
い
、
青
秋
林

道
の
問
題
に
つ
い
て
話
を
き
い
た
。
そ

の
先
で
弘
前
か
ら
迎
え
の
根
深
、
清
野

両
会
員
の
車
に
出
会
い
、
四
人
で
駒
ケ

岳
に
向
う
。
駒
ケ
岳
の
ブ
ナ
は

一
段
と

太
く
立
派
で
、
新
緑
は
さ
ぞ
美
し
い
こ

と
だ
ろ
う
。
雪
の
照
り
返
し
に
汗
を
か

き
な
が
ら
馬
の
背
を
過
ぎ
て
頂
上
に
つ

く
。
越
え
て
来
た
山
々
、
尾
太

（お
っ

ぷ
）
岳
、
田
代
岳
と
豪
華
な
眺
め
を
楽

し
み
な
が
ら
、
心
づ
く
し
の
お
弁
当
を

頂
き
帰
途
に
つ
い
た
。
山
麓
は
ま
ば
ゆ

い
ば
か
り
の
新
緑
だ
っ
た
。

秘
境
白
神
山
地
の
五
日
間
は
、
大
変

楽
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
面

と
し
て
残
さ
れ
た
こ
の
ブ
ナ
帯
文
化
の

故
郷
の
地
を
、
私
共
は
是
非
後
の
世
代

に
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
強
く
感

じ
た
。

青
森
秋
田
県
境
の
自
神
山
地
は
殆
ど

道
が
な
く
、
鈍
や
鋸
必
携
の
奥
深
い
山

だ
と
い
う
記
事
を
読
ん
で
、
心
ひ
か
れ

る
思
い
を
し
て
か
ら
十
年
程
経
つ
。
そ

こ
に
今
度
青
秋
林
道
と
い
う
、
弘
前
と

八
森
を
結
ぶ
林
道
が
作
ら
れ
る
こ
と
に

な

っ
て
、
日
本
山
岳
会
秋
田
支
部
や
青

森
の
会
員
の
間
に
反
対
運
動
が
起
り
、

自
然
保
護
委
員
会
も
こ
れ
に
協
力
す
る

こ
と
に
な

っ
た
。
ラ
ン
ド
サ
ツ
ト
の
写

真
を
み
る
と
、
自
神
山
地
ほ
ど
広
域
に

ブ
ナ
原
生
林
の
残
る
所
は
他
に
な
く
、

極
め
て
貴
重
な
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

八
月
の
議
員
団
の
視
察
に
は
自
然
保

護
委
員
会
も
参
加
す
る
こ
と
に
な

っ
た

中 村 あ や
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斎

藤

山

登

山

記

斎

藤

い
つ
だ
っ
た
か
、
会
員
の
高
沢
英
雄

君
が
高
沢
山
に
家
族
で
登

っ
た
が
、
雨

天
で
苦
労
し
ま
し
た
と
い
う
話
を
さ
れ

た
。
そ
れ
で
私
も
斎
藤
山
が
あ
る
な
ら

登
り
た
い
も
の
だ
と
そ
の
時
思

っ
た
。

コ
ン
サ
イ
ス
日
本
山
名
辞
典
が
発
行

さ
れ
、
斎
藤
山
が
二
つ
載

っ
て
い
た
。

一
つ
は
南
会
津
田
島
に
在
り
、
も

一
つ

は
四
国
愛
媛
に
在
る
。
会
津
の
斎
藤
山

に
つ
い
て
は
、
郡
山
山
岳
会
著

「南
会

津
郡
西
部
の
山
」
の
中
に
登
山
記
録
が

載

っ
て
い
る
。

「岳
人
」
の
本
年
四
月

号
に
も
載

つ
て
い
る
。

早
速
親
し
い
若
い
山
仲
間
に
話
し
た

と
こ
ろ
、
是
非
登
り
ま
し
よ
う
と
い
う

こ
と
に
な

っ
た
。
日
航
勤
務
の
冨
田
君

も
そ
の

一
人
。
恐
ら
く
薮
山
だ
ろ
う
か

ら
、
雪
の
あ
る
う
ち
が
い
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
冨
田
君
の
体
暇
が
四
月
九
日

十
日
な
の
で
、
そ
の
両
日
と
す
る
。
時

刻
表
を
見
る
と
大
分
不
便
な
の
で
、
列

車
は
止
め
て
冨
田
君
の
車
で
行
く
こ
と

に
す
る
。
と
こ
ろ
が
前
日
に
な
っ
て
、

冨
田
君
が
急
に
モ
ス
コ
ー

ヘ
飛
ぶ
こ
と

に
な

っ
た
の
で
、
私
の
車
で
行
く
こ
と

に
な
っ
た
。

八
日
夜
、
内
山
城
、
中
村
久
美
子
の

両
会
員
に
拙
宅
ま
で
来
て
貰
い
、
九
日

午
前
二
時
私
の
運
転
で
出
発
。
日
光
、

奥
鬼
怒
を
経
て
、
山
麓
に
着
い
た
の
が

午
前
八
時
。
林
道
を
車
が
入
れ
る
だ
け

…
…

…

　̈
入
り
、
天
幕

地

を
定

め

一　
る
。
岩
魚
釣
り
が

一
人
バ

　̈
イ
ク
で
来
た
の
で
、
登
路

健

治

　̈
を
き
く
が
駄
目
。
そ
こ
へ

…
一　
桧
の
下
見
に
来
た
人
に
尋

ね
る
と
、
摺
ケ
沢
は
雪
が
多
く
て
駄
目

だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
直
登
し
な
さ
い
と

い
う
。
あ
り
が
た
い
と
ば
か
り
路
の
な

い
桧
林
を
縫
う
て
登
る
。
尾
根
に
出
る

と
雪
だ
。
だ
ん
だ
ん
雪
が
深
く
な
る
。

広
い
鞍
部
で
、
コ
ン
ロ
で
紅
茶
を
沸
し

早
昼
食
と
す
る
。
天
気
は
好
く
、
風
も

な
く
温
い
。
眠
く
な
る
。
雪
を
掘

っ
て

こ
こ
で
三
時
間
も
眠

っ
た
ら
い
い
だ
ろ

う
な
と
い
う
。

午
後

一
時
山
頂
に
着
く
。
三
角
点
は

雪
の
下
で
見
え
な
い
。
空
は
碧
く
、
そ

れ
こ
そ
三
六
〇
度
の
眺
望
を
ほ
し
い
ま

ま
に
す
る
。
二
十
万
分
の
一
の
地
図
を

拡
げ
て
、
あ
れ
こ
れ
山
名
を
挙
げ
て
は

喜
ぶ
。
特
に
二
月
に
苦
労
し
て
登

っ
た

那
須
岳
の
勇
姿
に
は
感
激
す
る
。

地
図
上
、
こ
の
山
頂
よ
り
や
や
高
い

無
名
峯
が
隣
り
に
見
え
る
。
で
は
あ
れ

に
登

っ
て
命
名
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
雪
庇
を
避
け
な
が
ら
鞍
部
に
下

り
、
そ
の
頂
上
に
向
う
。
頂
上
に
は
大

き
な
三
又
の
撫
が
蒼
弯
に
向

っ
て
答
え

立

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
祝
詞
を
あ
げ
、

健
治
山
と
命
名
す
る
。
撫
の
前
で
写
真

を
撮
り
、
お
神
酒
が
な
い
の
が
残
念
と

後
は
大
笑
い
。
斎
藤
山
よ
り
三
〇
米
高

そ
こ
か
ら
尾
根
を

一
つ
越
え
て
、
摺

ケ
沢
を
目
が
け
、
深
い
雪
の
中
を
馳
け

下
り
る
。
時
に
は
腰
ま
で
も
ぐ
り
、
あ

わ
や
骨
折
と
思

っ
た
り
、
も
ん
ど
り
う

っ
て
、
三
間
も
下
に
投
り
出
さ
れ
、
時

に
尻
制
動
、
と
三
人
大
い
に
奮
斗
し
て

沢
辺
に
着
い
た
が
、
後
は
雪
溶
け
水
に

沿

っ
て
下
る
。
林
道
が
川
に
な
り
、
橋

の
上
を
水
が
流
れ
て
二
重
橋
な
ら
ぬ
二

重
川
に
な

っ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。

蕗
の
と
う
を
取
り
な
が
ら
、
天
幕
地

に
着
い
た
の
が
五
時
。
や
や
暗
く
な

っ

た
中
を
薪
を
拾
い
焚
火
を
た
き
、
持
参

深
田
久
弥
歿
後
十
三
年
に
想
う

富

田
　
健

一

本
年
二
月
は
、
元
副
会
長
深
田
久
弥

の
歿
後
十
三
年
目
で
あ
っ
た
。
私
は
久

振
り
に
大
聖
寺
を
訪
れ
、
旧
友
の
墓
に

詣

っ
た
。
北
国
の
二
月
、
自
山
は
ま
だ

真
自
で
あ

っ
た
が
、
深
田
さ
ん
の
眠
る

山
裾
の
丘
に
は
、
既
に
春
の
い
ぶ
き
が

感
じ
ら
れ
、
静
か
に
彼
と
語
り
あ
う
の

に
は
大
層
好
都
合
で
あ
っ
た
。

そ
の
夜
帰
り
の
車
中
で
、
改
め
て
彼

が
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
対
し
、
又
登
山
界
に
果
し

た
役
割
と
い
う
か
、
仕
事
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

忙
し
い
文
筆
稼
業
の
裡
に
、
ひ
ま
を

作

っ
て
憧
れ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

（ジ

ユ
ガ
ー

ル
ヒ
マ
ー
ル
）
に
出
か
け
、
七
、
八
年

お
い
て
、
こ
れ
ま
た
探
検
史
登
山
記
録

を
調
べ
て
い
る
だ
け
で
は
満
足
出
来
な

い
性
格
か
ら
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
と
び

出
し
て
行

っ
た
彼
。
執
筆
と
資
料
追
求

に

一
時
間
で
も
多
く
の
時
間
の
欲
し
か

っ
た
こ
と
と
思
う
。

の
焼
酎
に
顔
が
赤
く
な
る
頃
に
は
険
が

重
く
な
る
。

翌
朝
五
時
起
床
。
テ
ン
ト
を
畳
ん
で

八
時
出
発
。
帰
路
見
た
雪
を
冠

っ
た
七

ツ
岳
は
い
い
山
だ
。
又
来
ま
し
よ
う
と

な
り
、
帰
宅
し
た
の
が
午
後
三
時
。
都

知
事
の
選
挙
に
間
に
会
い
、
責
任
を
果

た
す
。
こ
れ
を
以

っ
て
斎
藤
山
登
山
は

無
事
終
了
。

こ
こ
で
本
会
に
は
名
誉
会
員
制
の
あ

る
こ
と
を
思
い
出
す
の
で
あ
る
。
私
は

お
そ
ま
き
な
が
ら
名
誉
会
員
は
い
つ
頃

か
ら
推
挙
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
会

報
を
遡

っ
て
み
た
。
創
立
三
十
年
目
に

大
平
、
ウ
エ
ス
ト
ン
両
氏
が
最
初
の
名

誉
会
員
と
な
ら
れ
、翌
年
小
島
、
高
野
、

高
頭
、
武
田
、
辻
本
、
山
川
の
六
氏
が

推
挙
さ
れ
、
そ
れ
以
後
終
戦
ま
で
は
途

絶
え
、
戦
後
二
十
年
間
に
準
創
期
会
員

及
び
そ
の
人
々
を
支
え
て
来
た
十
七
氏

が
推
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
と
十
七
年

間
、
即
ち
四
十
七
年
ま
で
に
二
十
八
人

の
名
誉
会
員
を
持
つ
こ
と
が
出
来
、
本

会
の
充
実
し
た
会
員
層
を
如
実
に
見
る

思
い
が
す
る
の
で
あ
る
。
本
会
及
び
登

山
界
に
立
派
な
功
績
を
残
さ
れ
た
人
々

ば
か
り
で
、
誠
に
お
目
出
度
い
こ
と
と

喜
び
た
い
。

唯
こ
こ
に
物
故
者
故
に
、
深
田
さ
ん

の
名
前
を
見
な
い
こ
と
を
非
常
に
淋
し

く
思
う
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
書

く
と
、
地
下
か
ら
余
計
な
こ
と
を
喋
ら

ん
で
く
れ
と
お
叱
り
が
と
ん
で
く
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
以

前
岩
永
信
雄
氏
も
会
報
上
で
問
題
提
起

し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
物
故

者
は
推
挙
し
な
い
と
い
う
不
文
律
が
あ

る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
滅
多
に
な
い

現
任
副
会
長
の
登
山
中
の
急
逝
と
い
う

こ
と
を
、
特
別
扱
い
に
す
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
も
の
か
。
改
め
て
検
討
願
い

た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
た
会
員
諸

兄
姉
か
ら
も
、
喜
ん
で
こ
の
特
別
を
認

め
る
声
を
、
き
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
う

次
第
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
本
会
か
ら
理

事
を
依
嘱
さ
れ
、
次
い
で

評
議
員
に
、
引
つ
づ
き
多

忙
な
副
会
長
を
頼
ま
れ
た

時
、
快
よ
く
そ
れ
を
引
受

け
た
。
締
切
り
に
追
わ
れ
る
仕
事
を
い

つ
も
控
え
な
が
ら
、
可
能
な
限
り
役
員

会
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
は
、
月
々
届

く
「山
」
に
よ
っ
て
承
知
し
て
い
た
し
、

亡
く
な

っ
た
二
月
の
役
員
会
に
も
出
て

い
た
。
前
に
は
新
ル
ー
ム
改
装
委
員
会

委
員
長
や
、
図
書
委
員
会
委
員
長
も
引

受
け
て
い
た
。
又
国
内
の
山
だ
け
で
な

く
、
世
界
の
山
を
美
し
い
文
章
で
、
登

山
家
だ
け
で
な
く
、　
一
般
の
人
々
に
も

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
よ
う
リ
ー
ド
し
て

行

っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
の
認
め
る

と
こ
ろ
。

歿
後
と
は
い
え
彼
が
集
め
た
厖
大
な

世
界
各
国
に
及
ぶ
探
検
、
登
山
関
係
の

資
料
、
図
書
が
、
国
会
図
書
館
に
し
げ

子
未
亡
人
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

も
、
今
後
ど
れ
だ
け
我
が
国
登
山
、
探

検
、
歴
史
を
学
ぶ
人
々
に
益
す
る
こ
と

か
、
そ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
る
と
思
う
。
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白神山地ブナ原生林

の保全 :並びに

青秋林道建設反対

の要望

自然保護委員会

青
森
・秋
田
県
境
の
自
神
山
地
に
は
、

全
く
人
家
も
登
山
道
も
な
い
一
万
六
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
ブ
ナ
原
生
林
が
残

さ
れ
、
我
が
国
で
面
状
に
残
さ
れ
た
原

生
林
の
最
大
級
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
中
心
部
県
境
稜
線
伝
い

に
、
現
在
ス
ー
パ
ー
林
道

「青
秋
線
」

の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
秋
田
支

部
や
青
森
県
の
会
員
の
間
に
も
、
こ
の

建
設
に
反
対
し
、
ブ
ナ
原
生
林
を
残
し

た
い
と
の
希
望
が
あ
る
の
で
、
自
然
保

護
委
員
会
で
は
、
こ
れ
に
協
力
し
て
運

動
を
す
す
め
る
こ
と
に
な
り
、
今
回
下

記
の
よ
う
な
要
望
書
を
作
り
、
関
係
各

方
面
に
発
送
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

な
お
来
る
八
月
二
十
五
日
―
二
十
七

日
に
は
、
自
然
保
護
議
員
連
盟
が
環
境

保
全
と
林
道
に
反
対
の
目
的
で
現
地
に

赴
く
の
で
、自
然
保
護
委
員
会
委
員
も
、

学
術
会
議
、
日
本
生
態
系
学
会
、
日
本

自
然
保
護
連
盟
、
日
本
野
鳥
の
会
等
の

メ
ン
バ
ー
と
共
に
同
行
し
、
青
森

・
秋

田
両
県
庁
や
青
森

・
秋
田
両
営
林
局
に

陳
情
を
行
な
う
他
、
自
神
山
地
ニ
ツ
森

に
登

っ
て
、
現
地
視
察
を
行
な
う
計
画

で
あ
る
。
　
　
　
　
（中
村
　
純
二
）

¬百
ブて 望

≡レ
下軍

殿

社団法人 日本山岳会

会   長

常任評議員

雄

二

夫

保

純

利

々

村

見

佐

中

国

白神山地ブナ原生林の保全と

広域基幹林道 “青秋線"建設計画の中止について

我国ではブナ林が次々に伐採され,秋田県に於いては

駒ケ岳,太平山,森吉山等のブナ林の皆伐,青森県に於

いては山麓地帯のブナ林の伐採等が行われて来た。しか

し両県境にまたがる自神山地には,ラ ンドサットの写真

に示されているように,なお 1万 6千ヘクタールに及ぶ

ブナを主体とする広葉落葉樹林が残され,そ の中には人

家も全 くなく,登山道も殆ど見られない。我国では面と

して残された原生林の最大級のものである。

この原生の大森林はその林相だけでなく,動植物相に

於いても,そ の豊かさや稀少価値に於いて他 に類 がな

い。この地域にはニホンカモシカ,ツ キノワグマをはじ

め, イヌワシやクマグラ,シ ノリガモが棲息し,ま たキ

タゴヨウやサンリンソウをはじめとする北方山地性植物

も豊かに育っていて,学術的にも貴重な存在である。さ

らに我国古来のブナ樹林帯文化を支えて来た歴史的自然

として,人々に豊かな水や山菜や魚など自然の幸を与え,

人々を災害から守 り,特色ある風土を作って来ており,

今では地域住民の心の支えともなっている。

このような原生林が秘境として残って来たのは,自神

山地が急峻な山で,容易に人の侵入を許さず,森林施業

が殆ど行われて来なかったためである。しかし,こ のた

め一部周辺部は国定公園や県立自然公園に指定されてい

るものの,大部分はその保全について全く対象外となっ

ているのが現状である。私達は先ず第一に次の要請を行

うものである。

1)白神山地に残されたこの貴重なブナ原生林― 帯

が,原生状態のまま,広域に保全される措置の,一

刻も早くとられること。

ところが,上述の要請に見られる地域において,最近

青森県西日屋村と秋田県八森町を結ぶ広域基幹林道 “青

自然保護委
員会委員長

秋線"の建設計画が建てられ,十分な調査もされないま

まに昭和 57年度から工事が始められている。弘前と能

代を結ぶ林道としては,既に西日屋村から南に下る尾太

線も完成間近であって, 2本の林道を通すこと自体あま

り意味がないが, とりわけ, “青秋線"は秘境白神山地

の中央を横切 り,しかも全長 28.1キ ロメー トルの半分

以上が県境稜線を通過する点に大きい問題がある。

白神山地は,自神花こう岩と第二紀グリーンタフ層最

下部の露出からできていて急傾斜が多く,いたる所に断

層があり,岩石破砕帯や変成帯が見られる。これでは道

路の開削により斜面崩壊が次々に起ることは必 至 で あ

る。また有数の多雪帯であって,た とえ開通したとして

もその利用期間は半年にも満たず,雪崩や土石崩壊によ

る補修のため,莫大な費用も必要となるであろう。さら

にこれまでの例からみても,ひ とたび林道が開通する

と,沿道の林の伐採が進行することは火を見るより明ら

かである。すなわち山は荒れ放題となり,水は汚染され ,

少しの雨で下流のダムや市町村は土石流の災害に見舞わ

れるなど,治山治水上からも深刻な不安を住民に与える

に至る。これでは目的の一つである経済交流の円滑化な

ど殆ど期待できないと思われる。山岳道路の末路は,台
風 10号による“南アルプス林道"の崩壊にいみじくも示

されている。私達は第二に次の要請を行うものである。

2)この際広域基幹林道 “青秋線"の建設計画を即時

中止 し,こ の地域に残された我国最大のフナ原生林

を,将来に亘って伐採 しないこと。

貴職におかれても,こ の地域の特別な自然環境と,林
道建設並びにブナ原生林の伐採に関する反対理由を諒と

され,格別の配慮をされるよう,こ こに哀心より懇望す

る次第である。

昭和 58年 7′月 11 日

(4)
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会
員
懇
談
会
　
ノレ４
朗
漸
日
（金
）

田
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原
生
林

講師　に脚父母瀧肇豪

青
森

・
秋
田
県
境
の
自
神
山
地
に
は

ブ
ナ
原
生
林
が
広
く
残

っ
て
い
る
が
、

最
近
こ
こ
に
広
域
基
幹
林
道
「青
秋
線
」

の
建
設
計
画
が
あ
り
、
秋
田
支
部
や
青

森
の
会
員
も
そ
の
建
設
に
反
対
し
、
自

然
保
護
委
員
会
で
も
こ
れ
に
協
力
し
て

い
る
。
こ
の
日
は
白
神
山
地
の
ブ
ナ
原

生
林
を
守
る
会
の
根
深
誠
会
員
が
青
森

か
ら
出
て
来
て
、
ス
ラ
イ
ド
に
よ
っ
て

美
し
い
白
神
の
原
生
林
や
渓
谷
、
滝
、

動
植
物
を
説
明
さ
れ
、
工
藤
委
員
か
ら

は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
、
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク

マ
グ
ラ
、
そ
の
他
豊
か
な
生
態
系
や
マ

タ
ギ
の
解
説
が
行
わ
れ
た
。

②
屋
久
島
の
植
物

講
師
　
中
村
純
二
理
事

屋
久
島
の
ス
ギ
は
、
高
度
七
〇
〇
】冽

か
ら

一
四
〇
〇
眉
ま
で
、
か
な
り
広
く

分
布
し
て
い
る
が
、
上
部
の
温
暖
帯
で

は
、
低
温
と
風
衝
の
た
め
萎
縮
矮
小
化

が
起
こ
り
、
ま
た
立
枯
れ
白
骨
化
し
て

い
る
も
の
も
多

い
。

下
部
の
暖
林
帯

で
、
ヤ
ク
ス
ギ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
樹

令
千
年
以
上
で
、
幹
に
コ
ブ
や
波
打
が

あ
り
、
樹
皮
は
自
色
に
近
い
。　
一
方

コ

ス
ギ
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
樹
令
三
百

年
以
下
で
、
樹
令
が
中
間
の
ス
ギ
が
見

当
ら
な
い
の
は
、　
コ
ブ
な
ど
の
あ
る
割

り
難
い
不
良
杉
を
残
し
て
、
江
戸
時
代

に
島
津
藩
が
皆
伐
を
行
な
っ
た
た
め
で

あ
る
。

縄
文
杉
は
、
世
界
で
最
も
樹
令
の
大

き
い
ス
ギ
で
七
千
三
百
年
と
い
わ
れ
、

こ
れ
ら
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
外
国
で

も
関
心
が
も
た
れ
て
い
る
。
現
在
巨
杉

が
保
護
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
学
術
参

考
林
、
自
谷
雲
水
峡
、
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン

ド
の
計
約

一
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
過
ぎ
な

い
が
、
私
ど
も
は
そ
の
保
護
面
積
を
増

大
す
る
よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。
屋

久
島
の
四
季
の
自
然
の
ス
ラ
イ
ド
、
８

ミ
リ
の
映
写
も
行
な
わ
れ
た
。

（出
席
者
）
佐
々
保
雄
、
平
井
拓
雄
、

中
村
純
二
、
根
深
誠
、工
藤
父
母
道
、

高
遠
宏
、
麦
倉
啓
、
池
田
剛
、
松
本

恒
広
、
斎
藤
冬
喜
、
平
戸
孝
夫
、
石

橋
正
美
、
関
塚
貞
亨
、
坂
本
正
智
、

大
峰
芳
枝
、
佐
藤
勉
、
小
林
碧
、
藁

科
光
雄
、片
桐
理

一
郎
、
中
村
あ
や
、

国
見
利
夫
、
武
田
満
子
、
中
川
博
樹

（自
然
保
護
委
員
会
・総
務
委
員
会
）

会
員
懇
談
会

６
月
１５
日
（水
）

ル
ー
ム

「
フ
イ
ー
ル
ド

マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
」
に

つ
い
て話

題
提
供
　
中
村
純
二
委
員

最
初
に
日
本
の
美
し
い
自
然
の
ス
ラ

イ
ド
が
映
写
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
自
然
を

美
し
く
保

つ
た
め
の
フ
イ
ー
ル
ド

マ
ナ

ー

・
ノ
ー
ト
で
あ
る
旨
の
説

明

が

あ

り
、
内
容
に
つ
い
て
活
発
な
検
討
に
入

っ
た
。

Ｃ
４
　
煙
草
を
く
わ
え
な
が
ら
歩
か
な

Ｃ
６
　
奥
又
白
池
や
剣
三
ノ
窓
の
冬
山

残
置
ゴ
ミ
が
大
変
目
立
つ
。

Ｅ
３
　
軟
質
の
紙
を
使
用
す
る
。

付
３
　
ル
ー
ト
で
あ
っ
て
も
、
グ
ル
ー

プ
の
道
じ
る
べ
な
ど
や
た
ら
に
つ
け

な
い
。

付
５
　
特
に
年
長
者
を
優
先
に
す
る
。

付
９
　
必
ず
協
力
す
る
。

等
が
議
論
さ
れ
た
。
他
に
山
上
に
あ
る

山
小
屋
の
汚
物
処
理
法
、
殆
ど
人
の
入

ら
な
い
沢
で
、
流
木
を
集
め
て
の
焚
火

な
ど
は
許
さ
れ
る
が
、
多
く
の
人
間
の

入
る
場
所
で
は
、
腐
る
ゴ
ミ
の
埋
込
み

も
不
可
、
さ
ら
に
騒
音
に
対
す
る
配
慮

の
必
要
性
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

（出
席
者
）
高
遠
宏
、
中
村
純
二
、
遠

藤
光
男
、
関
塚
貞
亨
、
麦
倉
啓
、
大

峰
芳
枝
、
国
見
利
夫
、渡
辺
正
臣
、宇

津
力
雄
、
伊
藤
美
恵
子
、柴
田
篤
志
、

梨
羽
時
春
、
中
保
、
松
田
雄

一
、
川

上
光
久
、
中
村
あ
や
、斎
藤
か
つ
ら
、

荒
野
康
子
、
中
島
平
、
小
林
碧
、
関

口
周
也
、
千
葉
保
之
、
広
羽
清
、
斎

藤
直
信
、
沼
倉
寛
二
郎
、
小
林
由
美

子
、
宮
前
淑
子
、
原
謙

一
、
岩
堀
瑞

子
、
内
山
城
、
中
村
久
美
子
、
古
川

竹
也
、
市
川
義
輝
、
寺
田
和
子
、
宮

地
佳
枝
、
折
井
健

一
、
福
井
正
吉

（自
然
保
護
委
員
会
。総
務
委
員
会
）

ロ
ー
ド

マ
ン

・
ウ
イ
ル

ソ
ン
博
士
を
囲
む
会

日
本
登
山
医
学
研
究
会
の
招
き
で
来

日
し
た
ロ
ー
ド
マ
ン
・
ウ
イ
ル
ソ
ン
博

士
を
囲
む
会
が
、
医
療
委
員
会
と
集
会

委
員
会
の
肝
煎
り
で
五
月
二
十
日
、
十

九
時
か
ら
ル
ー
ム
で
開
か
れ
た
。

ウ
イ
ル
ソ
ン
博
士
は
、
ア
ン
カ
レ
ツ

ジ
の
環
境
健
康
保
全
局

（日
本
の
保
健

所
に
相
当
）
の
局
長
で
、
登
山
医
学
に

造
詣
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
、
高
所
医

学
の
泰
斗
チ
ャ
ー
ル
ス
・
Ｓ

ｏ
ハ
ウ
ス

ト
ン
博
士
推
薦
の
人
で
あ
る
。

二
月
二
十
八
日
、
二
十
九

日

の
両

日
、
信
州
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回

日
本
登
山
医
学
研
究
会
で
特
別
講
演
さ

れ
た
後
、
上
高
地
に
向
い
、
山
研
で

一

泊
後
、
大
森
薫
雄
会
員
、
堀
井
昌
子
会

員
に
エ
ス
コ
ー
ト
さ
れ
て
ル
ー
ム
に
到

着
し
た
。

講
演
は
、
赤
松
医
療
担
当
理
事
の
司

会
で
、　
″
マ
ツ
キ
ン
リ
ー
峰
お
よ
び
フ

オ
レ
ー
カ
ー
峰
登
山
中
の
死
亡
例
に
つ

い
て
″
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
峰
登
山
の
歴
史
は
、

一
九
〇
三
年
に
始
ま
り
、　
一
九
八
二
年

ま
で
の
八
十
年
間
に
、
マ
ツ
キ
ン
リ
ー

お
よ
び
フ
オ
レ
ー
カ
ー
峰
を
目
指
し
た

登
山
者
は
、
世
界
各
国
か
ら
計
六
〇
九

〇
人
に
達
し
て
い
る
が
、
死
亡
例
は
五

〇
名
で
あ
り
、
死
亡
率
は
〇

・
八
％
で

あ
っ
て
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る
死
亡
率

よ
り
遥
か
に
低
率
で
あ
る
と
述
べ
た
。

死
亡
の
原
因
は
、
滑
落
二
十
名
、
雪

崩
十
三
名
、
凍
死
十

一
名
、
急
性
高
山

病
六
名
で
あ
り
、
日
本
人
の
死
亡
者
は

十
七
名
で
１
一３
を
占
め
、
原
因
は
、
滑

落
五
名
、
雪
崩
八
名
、
凍
死

一
名
、
急

性
高
山
病
三
名
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
。

次
に
、
急
性
高
山
病
は
身
体
の
細
胞

の
低
酸
素
状
態
の
総
合
で
あ
っ
て
、
人

に
よ
り
消
化
器
症
状
、
肺
症
状
、
神
経

症
状
と
症
状
の
現
れ
方
が
様
々
で
あ
る

と
説
き
、
な
か
で
も
肺
水
腫
と
脳
浮
腫

が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
、
死
亡
例
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
示

し
な
が
ら
説
明
し
、
急
性
高
山
病
の
治

療
は
高
所
で
は
難
し
く
、
た
と
え
数
百

メ
ー
ト
ル
で
も
よ
い
か
ら
速
か
に
低
所

へ
移
す
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
結

ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
特
に
耳
新
し
い
こ

と
で
は
な
い
が
、
登
山
者
は
常
に
心
に

と
ど
め
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
は
、
ア
ラ
ス
カ
で
の
登
山

一

般
に
関
す
る
質
問
に
応
ず
る
な
ど
、
Ｐ

Ｒ
に
も
熱
心
な

一
面
を
み
せ
て
い
た
。

講
演
終
了
後
は
、
集
会
委
員
会
の
お

世
話
に
な
る
料
理
を
賞
味
し
な
が
ら
、

和
や
か
に
懇
談
し
た
。博
士
は
、
父
上
が

宣
教
師
と
し
て
来
日
し
て
お
り
、
五
才

ま
で
日
本
に
住
ん
で
い
た
た
め
か
、
日

本
の
食
べ
も
の
は
な
ん
で
も
食
べ
て
や

ろ
う
式
に
ト
ラ
イ
し
て
い
た
し
、
浅
間

温
泉
で
は
大
浴
場
に

一
緒
に
入
り
、
浴

衣
を
着
て
正
座
す
る
な
ど
、
飾
ら
な
い

親
し
み
や
す
い
人
柄
の
人
で
あ
っ
た
。

佐
々
会
長
が
折
悪
し
く
御
旅
行
中
で

あ
っ
た
た
め
、
赤
松
理
事
が
会
の
ペ
ナ

ン
ト
を
贈
呈
し
て
謝
意
を
表
し
、
会
を

終
え
た
。
　
　
　
　
（長
尾
　
悌
夫
）

(5)
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講
演
と
映
画

の
会

６
月
２５
日

（土
）
ル
ー
ム

フ
イ
ル
ム
委
員
会

昭
和
四
年
カ
シ
ミ
ー
ル
の
旅

ク
ル
渓
谷
か
ら
ロ
ー
タ
ン
峠

講
師
　
三
田
幸
夫
氏

三
田
さ
ん
は
、
昭
和
二
年
か
ら
カ
ル

カ
ッ
タ
の
貿
易
会
社
に
勤

め

て
お
ら

れ
、
四
年
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
麓
で
も
よ

い
か
ら
行

っ
て
み
た
い
と
、　
一
ヶ
月
の

休
暇
を
と
っ
て
カ
シ
ミ
ー
ル
に
旅
行
さ

れ
た
。
そ
の
時
に
三
田
さ
ん
自
身
が
撮

影
さ
れ
た
映
画
が
、
い
ろ
い
ろ
な
想
い

出
話
を
添
え
て
上
映
さ
れ
た
。

「
シ
エ
ル
パ
族
の
山
案
内
人
を
紹
介
さ

れ
た
が
、　
一
ヵ
月
分
の
費
用
が
払
え
な

い
の
で
断

っ
た
」

「
マ
ナ
リ
と
い
う
村
か
ら
、　
一
三
〇
〇

三
田
氏
か
ら
佐
々
会
長
に
寄
贈
さ
れ
る

貴
重
な
フ
イ
ル
ム
（撮
影
・
広
羽
清
）

○
フ
ィ
ー
ト
の
ロ
ー
タ
ン
峠

へ
行
き
、

そ
こ
か
ら
リ
ア
ス
リ
ッ
プ
と
い
う

一
五

〇
〇
〇
フ
イ
ー
ト
の
山
に
登
る
計
画
を

た
て
た
が
、
暴
風
の
た
め
ロ
ー
タ
ン
峠

で
追
い
か
え
さ
れ
た
」
な
ど
な
ど
。

と
く
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、

１６
ミ

リ
撮
影
機
を
手
に
入
れ
た
話
。

当
時
イ
ン
ド
政
府
は
富
ク
ジ
を
発
行

し
て
い
た
が
、
賞
金
が
高
い
の
で
外
国

か
ら
も
買
い
注
文
が
あ

っ
た
ほ
ど
。
あ

る
時
三
田
さ
ん
の
会
社
の
上
役
が
、
中

国
人
に
頼
ま
れ
て
富
ク
ジ
を
買

っ
た

ら
、
三
等
（賞
金
三
〇
〇
万
円
く
ら
い
）

に
当

っ
た
。
そ
の
中
国
人
は
お
礼
に

一

割
を
上
役
に
戻
し
、
上
役
は
そ
れ
で
シ

ネ
コ
ダ

ッ
ク
と
い
う
当
時
最
新
の
カ
メ

ラ
を
買

っ
た
。
そ
し
て
三
田
さ
ん
の
旅

行
の
話
を
聞
い
て
、
貸
し
て
く
れ
た
と

い
ンフ
Ｏ

「
ヵ
メ
ラ
を
い
じ
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
。
カ
シ
ミ
ー
ル
ヘ
行
く
汽
車
の
中
で
、

英
文
の
仕
様
書
を
読
ん
で
使
い
方
を
研

究
し
た
。
そ
の
中
に

『
ハ
ン
タ
ー
が
鉄

砲
で
獲
物
を
ね
ら
う
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
』
と
あ
り
、
わ
か
っ
た
気
が
し
た
。

そ
れ
で
撮
影
し
た
の
が
、
今
日
お
見
せ

す
る
フ
イ
ル
ム
だ
」

映
画
は
１６
ミ
リ
、

２２
分
、
モ
ノ
ク
ロ
、

サ
イ
レ
ン
ト
。
初
め
て
の
撮
影
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
見
事

な

カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

で
、
町
や
村
や
山
の
情
景
が
う
つ
し
出

さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
入
る

字
幕
が
右
書
き
で
、
時
代
を
感
じ
さ
せ

る
。
雪
中
の
登
山
風
景
、
大
吹
雪
の
有

様
な
ど
迫
力
あ
る
映
像
か
ら
、
村
の
祭

り
、
青
空
入
浴
な
ど
の
の
ん
び
り
し
た

プ
　
レ
　
の

成

果片

山

全

平

一
九
八
三
年
プ
レ
・
シ
ー
ズ
ン
の
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ

で
は
、際
立

っ
た
登
山
活
動
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
な
か
で
、

昨
冬
、
冬
季
エ
ベ
レ
ス
ト
単
独
登
頂
を
果
し
て
逝

っ
た
加

藤
保
男
の
日
記
騒
動
が
、
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
か
た
ち
だ

っ
た
。　
一
体
加
藤
の
日
記
そ
の
も
の
が
存
在
し
て
い
た
の

か

（発
見
さ
れ
て
い
た
の
か
、　
と

い

っ
た
方
が
正
確
だ

が
）
、極
め
て
疑
わ
し
い
。
あ
の
場
合
、
小
林
利
明
と
の
ア

タ
ッ
ク
パ
ー
テ
イ
は

「加
藤
」
が
チ
ー
ム
の
代
名
詞
と
な

り
、
実
際
に
存
在
し
て
い
た
小
林
の
日
記
は
、
シ
エ
ル
パ

間
で
は

「加
藤
の
日
記
」
と
、
す
り
か
え
ら
れ
て
公
表
さ

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
小
林
の
日
記
が

一
万
ル
ピ
ー
で

取
引
き
さ
れ
た
が

（驚
き
で
あ
る
）、
勘
定
高
い
面
も

あ

る
シ
ェ
ル
パ
の
あ
い
だ
で
、
法
外
な
値
踏
み
か
ら

″
幻
の

日
記
″
を
捏
造
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ

に
せ

よ
、
人
騒
が
せ
な
終
幕
だ
っ
た
。

前
々
号
で
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
日
玉
と
な
っ
た
メ
ス
ナ
ー

の
チ
ョ
ー
・オ
ュ
ー
南
西
壁
初
登
は
紹
介
し
て
お
い
た
が
、

こ
の
ほ
か
、
日
本
の
十
隊
の
う
ち
、
六
月
中
旬
現
在
で
、

ブ

ッ
シ

ユ
山
の
会

（山
本
久
子
隊
長
ら
六
人
）
の
婦
人
た

ち
の
ツ
ク
チ
ェ
登
頂
、
ま
た
東
京
の
テ
イ
マ
ン
ク
チ
ョ
ー

ル
山
の
会

（山
野
康
光
ら
四
人
）
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
４
峰

の
登
頂
が
あ
る
。
外
国
隊
で
は
メ
ス
ナ
ー
の
イ
タ
リ
ア
隊

の
ほ
か
、米
西
独
合
同
隊

（グ
ル
ハ
ル
ト
・
レ
ン
サ
ー
隊
長

ら
二
十
人
）
の
エ
ベ
レ
ス
ト
、
フ
ラ
ン
ス
隊

（
ア
ン
リ
・
シ

ガ
イ
レ
隊
長
ら
十
五
人
）
の
ジ
ャ
ヌ
ー
南
西
稜
ル
ー
ト
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
隊

（ポ
シ
ョ
イ
チ
ｏ
シ
マ
ン
ス
キ
ー
ら
十
二

人
）
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
主
峰

（北
面
か
ら
）
の
各
登
頂
が
主

な
も
の
で
、
二
十
三
隊
中
九
隊
の
成
功
率
で
あ
っ
た
。

こ
の
な
か
で
、
加
藤
日
記
の
発
見
は
米
西
独
隊
に
よ
る

が
、
同
隊
の
第

一
次
登
頂
は
ラ
リ
ｌ

ｏ
ネ
ル
ソ
ン
ら
米
隊

員
四
人
と
シ
エ
ル
パ

一
人
、
第
二
次
は
米
二
隊
員
と
シ
エ

ル
パ

一
人
の
計
八
人
。
し
か
し
、
デ
イ
ッ
ク

・
バ
ス

（五

三
）
、
フ
ラ
ン
ク

・
ウ

エ
ー
ル
ズ

（五

一
）
は
、　
エ
ベ
レ
ス

ト
登
頂
者
最
高
齢
記
録
を
ね
ら
つ
た
が
、
い
ず
れ
も
失
敗

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
記
録
は
、　
一
九
七
九
年
ポ
ス
ト
に
果

し
た
グ
ル
ハ
ル
ト

・
シ
ュ
マ
ッ
ツ
の
五
十
歳
と
四
ヵ
月
。

中
国
関
係
で
は
、
チ
リ
隊

（十
六
人
）
が
北
東
稜
経
由

の
、
ま
た
米
国
隊

（
ロ
バ
ー
ト

・
グ
レ
イ
隊
長
）
が
、
新

ル
ー
ト
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
を
狙
っ
た
が
、
多

量
の
降
雪
は
登
頂
断
念
を
余
儀
な
く
さ
せ
た
。
フ
ラ
ン
ス

隊
は
こ
の
秋
、
中
国
側
か
ら
ネ
パ
ー
ル
ヘ
の
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
縦
走
を
計
画
し
て
い
る
と
い
う
情
報
も
あ
り
、
こ
の
入

山
に
つ
い
て
は
ミ
ッ
テ
ラ
ン
外
交
の
一
つ
の
成
果
か
。
中

国
隊
は
ナ
イ
プ
ン

（七
〇
四
三
メ
ー
ト
ル
）
の
初
登
頂
。

明
年
は
そ
の
姉
妹
峰
の
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
に
二
十
五
人
の

メ
ン
バ
ー
で
初
登
頂
を
狙
う
。
同
峰
は
従
来
の
高
さ
よ
り

六
メ
ー
ト
ル
高
い
七
七
六
二
メ
ー
ト
ル
に
修
正
さ
れ
た
こ

と
が
、
中
国
科
学
院
学
術
調
査
隊
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
こ

れ
は
航
空
測
量
に
よ
る
も
の
で
、
地
殻
構
造
運
動
の
結
果

か
、
イ
ン
ド
測
量
の
誤
差
か
。

ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
に
、
日
本
人
に
よ
る
初
登
頂
を
富

山
県
岳
連
が
果
し
た
。

幽

(6)
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場
面
ま
で
入
っ
て
お
り
、
興
味
深
く
見

ら
れ
た
。

映
写
後
し
ば
し
三
田
さ
ん
を
囲
ん
で

の
懇
談
会
が
あ
り
、
最
後
に
フ
イ
ル
ム

が
三
田
さ
ん
か
ら
佐
々
会
長
の
手
に
贈

呈
さ
れ
て
、
会
は
終
了
し
た
。
こ
の
フ

イ
ル
ム
は
、
今
後
フ
イ
ル
ム
委
員
会
の

手
で
大
切
に
保
管
さ
れ
る
。

（出
席
者
）
三
田
幸
夫
、
小
原
勝
郎
、

去
る
六
月
九
日
の
文
子
様
の
告
別

式
は
、
地
味
で
純
粋
で
、
彼
女
の
遺

徳
が
し
の
ば
れ
る
お
別
れ
で
あ
り
ま

し
た
。

五
月
初
め
か
ら
、
神
経
痛
と
リ

ュ

ー
マ
チ
で
、
す
ぐ
そ
ば
の
東
大
分
院

で
治
療
を
う
け
て
お
ら

れ
ま

し
た

が
、な
か
な
か
は
か
ば
か
し
く
な
く
、

五
月
末
に
は
食
物
は
喉
を
通
ら
ず
、

わ
ず
か
に
点
滴
で
栄
養
を
と
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
六
月
初
め
ま
で
痛
み
を

訴
え
て
お
ら
れ
、
そ
の
後
急
に
痛
み

が
止
み
、
そ
の
代
り
動
脈
か
ら
大
出

血
し
、
太
股
に
紫
斑
が
出
て
病
状
は

悪
化
し
ま
し
た
。
非
常
に
珍
し
い
病

気
で
あ
り
、
担
当
医
か
ら
、
回
復
の

見
込
は
な
い
と
告
げ
ら
れ
た
そ
の
翌

日
、
六
月
八
日
の
夜
半
に
御
主
人
の

看
護
の
許
で
昇
天
さ
れ
た
の
で
あ
り

ま
す
。
腎
不
全
、
腸
管
出
血
が
死
因

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
子
様
は
明
治
三
十
七
年

一
月
に

生
ま
れ
、
神
戸
女
学
院
を
卒
業
さ
れ

ま
し
た
。
昭
和
四
年
に
四
子
吉
氏
と

結
婚
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ダ
イ
ヤ
モ

織
内
信
彦
、
島
田
巽
、小
室
雅
夫
、堂

本
暁
子
、金
坂

一
郎
、
田
口
二
郎
、山

口
節
子
、
高
沢
英
雄
、
藤
方
勝
、
松

下
肇
、
山
崎
安
治
、
伊
藤
忠
男
、
榎

田
晴
美
、
山
本
良
三
、
村
木
秀
男
、

平
野
隆
司
、
佐
々
保
雄
、菅
野
弘
章
、

広
羽
清
、
沼
倉
寛
二
郎
、神
崎
忠
男
、

中
村
純
二
、
内
藤
俊
夫
、
松
家
晋

（内
藤
　
俊
夫
）

ン
ド
婚
を
、
二
年
前
早
日
に
祝
わ
れ
た

の
は
、
真
に
お
幸
せ
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

彼
女
と
イ
タ
リ
ー
語
は
、
や
は
り
御

主
人
四
子
吉
氏
の
影
響
が
深
く
か
か
わ

っ
て
い
る
よ
う
で
、
最
初
の
き
っ
か
け

は
、
御
主
人
の
イ
タ
リ
ー
オ
ペ
ラ
好
き

に
刺
激
さ
れ
た
と
の
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
昭
和
十
年
頃
日
本
研
究
の
た
め
京

嵯
・・・〓≡
会
員
・
五
百
沢
智
也
氏
≡≡≡≡
≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡〓〓・・・・・脈

劃
・・・・・・・・≡≡≡〓秩
父
宮
記
念
学
術
賞
を
受
賞
≡≡・・・・・・・珊

秩
父
宮
記
念
学
術
賞
は
、
登
山
お
よ

び
山
岳
の
研
究
に
顕
著
な
業
績
の
あ

っ

た
個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
授
け
ら
れ

る
も
の
で
、
昭
和
三
十
八
年
に
創
設
さ

れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
、
本
会
の

一
九

七
〇
年
日
本
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
業

績
に
対
し
て
、
第
８
回
秩
父
官
記
念
学

術
賞
が
授
け
ら
れ
た
ほ
か
、
本
会
の
会

員
や
そ
の
グ
ル
ー
プ
で
、
こ
の
賞
を
受

け
た
人
は
多
い
。
今
回
の
受
賞
も
、
ひ

と
り
五
百
沢
氏
の
栄
誉
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
本
会
に
と
っ
て
も
大
変
光
栄

な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
受
賞
を
お
祝
い

し
た
い
。

五
百
沢
氏
は
、　
一
九
二
三
年
山
形
の

生
れ
。
東
京
教
育
大
学
で
地
理
学
を
専

攻
し
、
卒
業
後
、
建
設
省
地
理
調
査
所

（現
在
の
国
土
地
理
院
）
に
勤
め
、
地

形
図
の
作
製
に
多
く
の
業
績
を
あ
げ
ら

れ
た
。
特
に
空
中
写
真
の
利
用
に
よ
り

積
雪
の
深
さ
を
測
定
す
る
方
法

の
案

出
、
そ
の
分
布
図
の
作
成
は
、
学
術
的

基
礎
、
雪
害
対
策
の
基
礎
を
築
い
た
も

の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

氏
は
さ
ら
に
名
古
屋
大
学
の
樋
口
敬

二
教
授
ら
と
と
も
に
、
同
方
法
に
よ
っ

て
日
本
ア
ル
プ
ス
の
残
雪
の
調
査
を
行

な
い
、
氷
堆
石
堤
の
発
見
な
ど
氷
河
地

形
の
研
究
に
貢
献
し
た
が
、
そ
の
後
十

回
に
わ
た
る
現
地
調
査
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
分
布
図
は
、
氷

河
学
の
水
準
を
高
め
た
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。
山
岳
誌
上
に
お
け

る
執

筆
、
著
作
活
動
も
多
く
、
山
と
登
山
の

啓
蒙
に
つ
く
し
た
業
績
も
大
き
い
。

（皆
川
　
完

一
）

都
に
来
ら
れ

た
ス
タ
ミ
ジ

ュ
リ
ー
さ
ん

の
面
倒
を
見

る
よ
う
に
、

京
大
の
浜
田

総
長
に
た
の
ま
れ
、
文
子
様
の
日
本
語

と
交
換
で
イ
タ
リ
ー
語
を
学
ば
れ
ま
し

た
。
彼
女
が
三
十
二
、
三
歳
の
頃
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
北
大
か
ら
京
大
に

移
ら
れ
た
マ
ラ
イ
ニ
ー
氏
か
ら
本
格
的

な
イ
タ
リ
ー
語
と
、
そ
し
て
元
々
お
好

き
な
山
歩
き
な
ど
を
、
御

一
緒
に
た
の

し
ま
れ
る
よ
う
に
な
ら
れ
た
よ
う
で
あ

り
ま
す
。

彼
女
と
山
、
彼
女
が
ど
ん
な
経
路
で

に
北
山
な
ど
も
歩
か
れ
た
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
す
。

彼
女
の
イ
タ
リ
ー
語
は
既
に
定
評
が

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
細
か
く
説
明

す
る
必
要
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
文
子
様

は

「山
」
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
文
学

的
才
能
は
、
カ
ル
ロ
ゴ
ー
ル
ド
ー
ニ
氏

作
の

「主
人
二
人
の
召
使
」
な
ど
に
も

表
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
舞
台
で
演
じ
ら

れ
た
時
、
初
め
て
文
子
様
の
実
力
が
充

牧
野
文
子
委
員
を
想
う

■
予

ギ
′黎

佐

藤
　
テ
　
ル

本
会
会
員

・
宇
都
官
大
学
講
師
、
五

百
沢
智
也
氏
は
、
氏
の
多
年
に
わ
た
る

山
岳
学
の
研
究

「
日
本
ア
ル
プ
ス
お
よ

び
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
に
お
け
る
氷
河
地
形

山
を
た
の
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
、
私
ど
も
は
生
前
に
ゆ
っ
く
り
伺
う

機
会
も
な
く
お
別
れ
を
し
、
残
念
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。

文
子
様
の
御
実
家
は
、
六
甲
山

ハ
イ

キ
ン
グ

・
コ
ー
ス
の
苦
楽
園
に
あ
り
、

学
生
時
代
よ
り
六
甲
山
や
仁
川
渓
谷
を

御
自
分
の
庭
の
よ
う
に
歩
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
特
に
マ
ラ
イ
ニ
ー
氏
と
の
イ

お
よ
び
地
誌
の
研
究
」
に
よ
っ
て
、
第

１９
回
秩
父
官
記
念
学
術
賞
を
受
け
、
さ

る
二
月
八
日
、
そ
の
授
賞
式
が
東
京
銀

行
ク
ラ
ブ
で
行
な
わ
れ
た
。

分
に
発
揮
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
。
外
に
彼
女
の
翻
訳

に
よ

っ

て
、
原
作
よ
り
も
光
彩
を
放

っ
た
も

の
も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

最
愛
の
伴
侶
を
失
わ
れ
、
八
十
才

を
超
え
ら
れ
た
四
子
吉
氏
に
お
め
に

か
か
る
の
は
、
私
に
と
っ
て
心
が
痛

む
想
い
で
あ
り
ま
し
た
が
、
文
子
様

が
、
海
外
委
員
会
に
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
御
厚
意
と
御
協
力
に
対
し
、
色
々

と
お
話
し
合
う
こ
と
も
お
慰
め
に
な

る
か
と
考
え
て
、
日
白
台
の
お
宅
を

訪
問
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
文
子
様

の
原
稿
で
ま
だ
完
結
さ
れ
て
な
い
も

の
、
或
は
既
に
出
版
元
も
決
ま
っ
て

い
る
三
篇
な
ど
、
ご
主
人
で
は
全
然

ど
う
し
て
よ
い
か
分
ら
ぬ
数
々
の
草

稿
を
拝
見
し
、
改
め
て
文
子
様
の
情

熱
に
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。

海
外
委
員
会
に
と
っ
て
、
イ
タ
リ

ー
担
当
委
員
と
し
て
イ
タ
リ
ー
の
山

に
精
通
し
て
お
ら
れ
た
彼
女
を
失

っ

た
こ
と
は
、
非
常
な
痛
手
で
あ
り
、

ぼ

っ
か
り
と
大
き
な
穴
が
あ
い
た
感

じ
で
あ
り
ま
す
。

タ
リ
ー
文
学

を
通
し
て
の

交
り
は
、
さ

ら
に
山

へ
山

へ
と

導

か

れ
、
御

一
緒

(7)
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南

・
北

北
海
道
支
部
十
五
周
年
記
念

知

床

羅

臼

岳

登

山

会
報
「山
」
二
月
号
（四
五
二
号
）
で
、

知
床
羅
臼
岳
山
行
を
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
行

で
準
備
も
整
わ
ぬ
ま
ま
掲
載
し
た
と
こ

ろ
、
全
国
各
地
よ
り
希
望

者
が
殺

到

し
、
「山
」
五
月
号
（四
五
五
号
）
で
は
、

定
員
締
切
り
の
お
知
ら
せ
を
出

す
始

末
。北

海
道
支
部
で
は
、
準
備
の
委
員
会

を
数
回
重
ね
な
が
ら
、手
拭
の
染
上
げ
、

会
報

「
ヌ
プ
リ
」
の
印
刷
を
推
進
し
て

五
月
十
四
日
の
支
部
総
会
、
五
月
二
十

二
日
よ
り
、
今
西
錦
司
元
会
長
の
北
海

道
の
山
六
つ
、
そ
し
て
五
月
二
十
八
日

は
、
東
北
北
海
道
支
部
親
睦
山
行
金
華

山
と
、
席
の
暖
ま
る
ど
ン」
ろ
か
、
知
床

の
準
備
も
止
ま
る
程
で
あ
っ
た
。

七
月
二
日

（土
）、
札
幌

を
午
前
八

時
過
ぎ
出
発
、
参
加
者
は
、
Ｃ
Ｌ
大
山

君
の
家
族
を
含
め
八
十
名
で
あ
る
。
臨

時
バ
ス
ガ
イ
ド
水
科
さ
ん
の
名
調
子
に

乗
り
、
新
札
幌
を
経
て
国
道
１２
号
線
を

北
上
、旭
川
で
給
油
と
昼
食
が
重
な
り
、

後
の
バ
ス
の
方
々
に
は
、　
一
時
間
程
食

事
を
遅
ら
せ
る
始
末
に
な
っ
た
。

３９
号

線
は
、
石
北
峠
、
美
幌
、
斜
里
と
順
調

に
、
二
台
の
バ
ス
は

一
路
、
宇
登
呂
を

目
指
す
。
オ
シ
ン
コ
シ
ン
の
滝
を
過
ぎ

る
頃
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
夕
焼
け
大
日
没

を
、
バ
ス
の
車
窓
よ
り
展
望
で
き
る
快

事
と
な
る
。
何
が
好
運
を
も
た
ら
す
か

判
ら
な

い
。

七
時
十
五
分
宇
登
呂
到

着
。
二
軒
の
分
宿
と
す
る
が
、
今
夜
は

静
か
に
就
寝
と
思

っ
た
が
、
遠
路
約

一

キ
ロ
程
を
侵
略
す
る
赤
軍
が
あ

っ
た
。

翌
三
日
、
朝
七
時
宇
登
呂
発
、
岩
尾

別
に
向
う
。
岩
尾
別
七
時
四
十
五
分
、

登
山
に
か
か
る
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
展
望
、

弥
三
吉
水
、
極
楽
平
を
過
ぎ
、
銀
冷
水

か
ら
上
は
、
雪
渓
で
約

一
粁
程
あ
り
、

羅
臼
平
で
正
午
に
な
る
。
羅
臼
岳

へ
は

も
う

一
息
、
国
後
島
が

一
望
の
下
に
、

南
の
ノ
ツ
エ
ト
崎
、
泊
山
、
羅
臼
山
、

爺
々
岳
に
は
、
上
部
に
雲
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
北
の
ル
ル
イ
岬
ま
で
、
約
百

粁
の
海
岸
線
が
見
渡
せ
る
。
ま
た
知
床

半
島
の
山
脈
も
天
頂
山
、
知
西
別
岳
、

遠
音
別
岳
、海
別
岳
、斜
里
岳
。
北
に
は

三
つ
峰
サ
シ
ル
イ
、
オ
チ
カ
バ
ケ
、
知

円
別
岳
、
硫
黄
山
、
知
床
岳
が

一
望
で

き
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
水
平
線
ま
で
潮
が

刷
毛
で
引
い
た
様
で
あ
っ
た
。
羅
臼
平

で
は
、
北
海
道
支
部
の
野
点
が
始
ま
っ

た
。
茶
主
は
柳
田
さ
ん
と
木
下
さ
ん
、

一
三
〇
〇
米
で
、緋
毛
藍
に
坐
り
、薄
茶

の
味
も
又
格
別
で
あ
る
。
午
後
三
時
、

漸
く
重
い
御
腰
を
上
げ
、
下
山
に
か
か

る
。
お
花
畑
か
ら
屏
風
岩
下
ま
で
、
高

低
差
四
百
米
、　
一
・
二
粁
の
大
雪
渓
が

圧
巻
で
あ
る
。

午
後
八
時
、
羅
臼
温
泉
の
二
軒
の
宿

は
、
山
行
参
加
者
で
賑
や
か
に
今
日
の

東

西

登
山
の
話
に
花
が
咲
く
。
知
床
の
夜
は

自
夜
で
、
夜
更
け
と
も
知
ら
ず
、
広
場

で
の
語
ら
い
が
続
い
て
い
た
。

愈
々
最
終
日
、
八
時
羅
臼
温
泉
を
出

発
、
標
津
、
弟
子
屈
、
阿
寒
湖
畔
、
池

田
町
、
帯
広
、
日
勝
、
千
歳
空
港
、
午

後
八
時
札
幌
帰
着
。
約

一
千
二
百
粁
の

バ
ス
の
長
い
旅
は
終
り
を
告
げ
、
名
残

り
惜
し
み
な
が
ら
、
皆
各
地

へ
旅
立

っ

て
い
っ
た
。

（参
加
者
）
山
崎
健
、
久
保
孝

一
郎
、

市
吉
明
子
、
市
吉
惟
浩
、柳
谷
正
義
、

蓬
田
時
男
、
蓬
田
三
枝
子
、
森
本
市

郎
、
佐
藤
正
雄
、
河
村
章
人
、
河
村

皆
子
、
冨
田
郁
夫
、織
田
沢
美
知
子
、

柏
原

一
公
、
高
木
基
揚
、
牧
野
衛
、

高
澤
英
雄
、
石
原
順
次
、遠
藤
恵
太
、

松
家
晋
、
高
橋
功
、
庄
司
駒
男
、
岡

田
幸
千
生
、
熊
谷
正
志
、
吉
中
登
、

佐
々
保
雄
、
平
野
明
、
四
手
井
靖
彦
、

木
下
恵
子
、
柴
田
初
子
、福
田
文
二
、

福
田
光
子
、
北
林
嘉
鶴
子
、
上
野
英

世
、
安
土
武
夫
、
安
土
し
づ
江
、
井

関
扶
、
柿
花
道
子
、
水
科
行
雄
、
笠

原
藤
七
、
吉
村
健
児
、
近
藤
信
行
、

広
羽
清
、
砂
田
定
夫
、
森
川
洋
佑
、

斉
藤
桂
、
牧
敏
子
、
近
藤
緑
、
川
北

仁
、
山
口

一
孝
、
内
山
脩

一
、
小
松

原

一
郎
、
大
野
秀
樹
、
荒
野
康
子
、

亀
井
秀
子
、
赤
石
喜
恵
子
、
柳
田
凍

子
、
石
井
忠
雅
、
加
藤
正
己
、
久
保

田
優

一
、
大
塚
武
、
新
妻
徹
、
兼
平

治
水
、
三
浦
勝
幸
、
浅
利
欣
吉
、
山

川
力
、
根
岸
祥

一
、
大
山
幸
太
郎
、

秋
野
子
弦
、
大
森
久
雄
、山
本
良
三
、

梶
原
昭
七
、
沢
尻
利
弘
、横
田
春
雄
、

今
井
三
男
、
大
山
公
子
、大
山
祥
輔
、

大
山
泰
誠
、
大
山
み
ち
る（平

野
　
明
）

◇

◇

◇

◇

◇

第
四
回
丹
水
会
例
会

６
月
２５
日
１
２６
日

お
り
し
も
梅
雨
の
ま
っ
最
中
、
今
回

は
丹
沢
も
大
山
の
裏
側
に
あ
た
る
、
札

掛
は
丹
沢
ホ
ー
ム
の
一
棟
を
貸
り
切

っ

て
開
か
れ
た
。
会
の
名
称

も
従

来

の

「小
田
急
沿
線
の
会
」
か
ら
昨
年
暮
の

例
会
で
、
堪
酔
に
か
け
て
丹
水
会
に
決

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
な
る
ほ
ど
集

っ

た
面
々
は
酒
豪
ぞ
ろ
い
。
幅
広
い
職
業

に
ま
た
が
る
仲
間
の
輪
が
だ
ん
だ
ん
広

が

っ
て
ゆ
く
よ
う
な
印
象
を
う
け
た
。

翌
日
は
、
朝
の
う
ち
パ
ラ
パ
ラ
と
降

っ
た
が
、
コ
ー
ス
は
沢
と
尾
根
に
分
か

れ
た
。

１８
対
６
で
沢
コ
ー
ス
が
だ
ん
ぜ

ん
多
く
、
特
に
年
配
の
方
の
ほ
と
ん
ど

が
沢
コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
お
ど
ろ
い
た
こ
と
に
、
沢

登
り
組
が
当
然
上
流
に
歩
き
始
め
る
ベ

き
な
の
に
、
下
流
に
向

っ
て
ス
タ
コ
ラ

歩
い
て
ゆ
く
。
幹
事
の
古
谷
さ
ん
が
す

ぐ
後
出
発
点
に
行

っ
て
み
る
と
、
誰
も

い
な
い
の
に
は
び
っ
く
り

し
た

そ
う

だ
。
最
初
か
ら
幹
事
ま
か
せ
の
の
ん
び

り
山
行
、
あ
と
が
思
い
や
ら
れ
る
が
、

そ
こ
は
皆
足
前
の
揃

っ
た
面
々
、
幽
玄

た
だ
よ
う
モ
ミ
の
原
生
林
の
残
る
ヤ
ゲ

ン
沢
を
遡
行
し
、
少
々
の
落
石
に
も
ど

う
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
も
の
す
ご
い

薮
こ
ぎ
に
も
め
げ
ず
、
行
者
岳
の
裏
側

に
た
ど
り
つ
い
た
。
尾
根
組
は
丹
沢
ホ

ー
ム
の
横
手
か
ら
長
尾
尾
根
か
ら
塔
ノ

岳

へ
向

っ
た
。
沢
組
は
行
者
岳
で
腹
ご

し
ら
え
、
本
の
又
大
日
か
ら
丹
沢
ホ
ー

ム
ヘ
戻
ろ
う
と
い
う
、
若
手
の
声
を
よ

そ
に
、
年
配
の
方
々
の
た
っ
て
の
要
望

で
塔
ノ
岳
ま
で
足
を
の
ば
す
。
新
装
な

一

っ
た
孫
仏
小
屋
で
尾
根
組
に
合
い
、
祝

一

い
の
ビ
ー
ル
で
喉
を
う
る
お
す
。　
　
　
一

下
つ
は
尾
根
組
の
人
達
が
辿
っ
た
道

一

を
下
る
こ
と
に
な
り
、
お
り
か
ら
出
て

き
た
霧
の
中
の
ブ
ナ
の
樹
林
帯
は
、
安

堵
感
と
情
緒
味
が
合
重

っ
て
、
歩
み
を

快
い
も
の
と
す
る
。
折
井
さ
ん
は
し
ば

し
感
激
の
言
葉
を
発
し
、
う

っ
と
り
さ

れ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

丹
沢
ホ
ー
ム
に
近
く
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
霧
が
大
粒
と
な
り
、
二
〇
分
ば
か

り
雨
傘
の
世
話
に
な

っ
た
が
、
梅
雨
の

最
中
に
し
て
は
よ
い
天
気
で
、
気
持
の

よ
い
山
行
で
あ
っ
た
。

今
回
も
世
話
役
を
引
き
受
け
て
下
さ

っ
た
古
谷
さ
ん
、
ど
う
も
御
苦
労
様
で

し
た
。

（参
加
者
）
折
井
健

一
、
大
森
薫
雄
、

近
藤
信
行
、
近
藤
緑
、
鳥
居
亮
、
三

栖
寿
生
、
石
井
貞
雄
、
平
柳

一
郎
、

鈴
木
正
俊
、
滝
沢
芳
章
、
小
林
碧
、

千
葉
保
之
、
小
林
由
美
子
、
加
藤
比

呂
志
、
神
戸
恵
子
、
堀
井
昌
子
、
関

喜
義
、
重
村
清
、
高
橋
正
雄
、
冨
永

真
生
、
川
上
光
久
、
吉
井
洋
之
、
神

原
忠
夫
、
松
田
雄

一
、
菅
野
時
子
、

古
谷
聖
司
　
　
　
（神
戸
　
恵
子
）

『山
日
記
』
を
ご
愛
用
下
さ
い

(8)
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第
七
日
山
菜
山
行

守

門

岳

登

山

去
る
六
月
十

一
、
十
二
日
の
両
日
、

集
会
委
員
会
主
催
、
越
後
支
部

後
援

で
、
恒
例
の
山
菜
山
行
が
、
守
門
岳
登

山
を
か
ね
て
行
な
わ
れ
た
。
此
の
催
し

は
、
第

一
回
の
浅
草
岳
か
ら
か
ぞ
え
て

今
回
が
七
日
だ
と
か
、
年
々
盛
大
に
な

っ
て
よ
ろ
こ
ば
し
い
次
第
で
あ
る
。

十
日
は
深
夜
の
新
宿
を
後
に
す
る
。

関
越
自
動
車
道
を
利
用
し

て
小
出

に

出
、
入
広
瀬
村
公
民
館
前
に
は
早
朝
の

五
時
に
着
い
た
。
既
に
朝
ま
ず
み
は
過

ぎ
て
い
る
の
に
、
暗
雲
が
た
ち
こ
め
、

入
梅
の
気
配
さ
え
み
せ
て
い
な
か
っ
た

昨
日
ま
で
と
は
裏
腹
に
、
生
憎
の
空
模

様
で
あ
っ
た
。
入
広
瀬
村
は
物
凄
い
変

容
ぶ
り
で
あ
る
。近
代
建
築
が
散
見
し
、

こ
の
村
の
富
裕
さ
が
感
じ
ち
れ
た
。
そ

れ
で
も
、
緑
濃
い
山
々
が
暖
く
迎
え
て

く
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
会
館
で

は

一
同
寝
不
足
を
休
め
た
り

八
時
、
篠
突
く
雨
を

バ

ス
で

三
分

（に
ぶ
）
の
集
落
に
入
り
、
そ
こ
か
ら
西

川
の
奥
の
二
岐
を
右
に
、
登
山
口
ま
で

は
支
部
の
人
達
の
自
家
用
車
で
送

っ
て

い
た
だ
く
。
そ
こ
で
八
八

一
Ｍ
峰
か
ら

の
尾
根
に
取
り
つ
い
た
の
は
、
九
時
で

あ
っ
た
。
小
さ
な
道
標
が
あ

っ
た
。
な

に
し
ろ
九
十
名
か
ら
の
団
体
登
山
で
あ

る
。
し
か
も
降
雨
量
は
、
ま
す
ま
す
度

を
加
え
て
激
し
い
。
急
登
な
う
え
に
、

樹
林
の
滑
り
や
す
い
登
山
道
を
喘
ぎ
な

が
ら
行
く
。
雨
具
を
着
て
い
る
の
で
暑

く
る
し
い
。
径
幅
の
狭
い
痩
尾
根
を
登

る
の
だ
が
、
潅
木
が
谷
底
を
隠
し
て
い

る
の
で
、
恐
怖
感
を
あ
た
え
な
い
。
し

か
し
、
さ
ぞ
か
し
強
風
の
■日
や
、
降
雪

の
時
は
嫌
な
思
い
が
す
る
だ
ろ
う
。
霧

が
ま
い
て
き
て
、
中
高
地
沢
対
岸
の
長

峰
方
面
も
、
山
頂
あ
た
り
も
遠
望
が
き

か
ず
、
ひ
た
す
ら
冷
い
雨
の
中
を
歩
く

だ
け
で
あ
る
。
間
も
な
く
登
山
道
の
左

斜
面
が
急
激
に
落
ち
込
ん
で
い
る
雪
渓

に
出
る
。
な
か
な
か
の
斜
度
だ
し
、
大

き
な
ベ
ル
ク
シ

ユ
ル
ン
ド
が
道
に
向

っ

て
口
を
開
け
て
い
る
。
そ
の
先
が
ガ
ス

っ
て
い
て
視
界
が
き
か
な
い
か
ら
、
な

ん
と
な
く
不
気
味
だ
っ
た
。
か
ね
て
か

ら
、
守
門
岳
は
名
峰
だ
、
と
推
賞
さ
れ

て
い
た
し
、
是
非
い
つ
か
は
の
期
待
が

あ
っ
た
の
だ
が
、
や
は
り
そ
の
雄
姿
を

望
め
な
い
の
は
残
念

で
あ

る
。
し

か

し
、
早
々
に
切
り
揚
げ
て
下
山
さ
れ
る

人
達
を
送

っ
て
か
ら
、
そ
れ
で
も
山
頂

を
め
ざ
す
。
鞍
部
に
出
る
と
、
越
後
支

部
の
方
が
笹
団
子
を
皆
に
配

っ
て
く
れ

た
。
天
恵
の
思
い
で
空
腹
を
満
し
た
。

雨
に
う
た
れ
て
少
々
冷
え
て
き
た
。
二

ツ
ば
か
り
池
塘
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

晴
れ
て
い
れ
ば
、
さ
ぞ
か
し
素
晴
し
い

だ
ろ
う
と
思
う
。

頂
上
は

一
投
足
で
あ
っ
た
。
土
砂
降

り
の
中
に
、
寂
し
げ
な
二
等
三
角
点
標

を
撫
で
て
登
頂
の
証
と
し
た
。
昼
食
も

そ
こ
そ
こ
に
退
散
の
憂
き
目
に
あ
い
、

こ
の
よ
う
な
山
登
り
も
久

し

ぶ
り
だ

な
、
と
秘
か
に
得
心
し
な
が
ら
の
下
山

で
あ
っ
た
。
い
つ
か
好
天
に
恵
ま
れ
て

気
ご
こ
ろ
の
知
れ
た
仲
間
と
、
此
の
静

寂
の
山
稜
で
山
岳
展
望
を
満
喫
す
る
た

め
に
、
ま
た
訪
れ
よ
う
。
三
百
六
十
度

の
視
界
を
も
つ
山
贔
で
、
畳
々
た
る
山

波
の
遥
か
彼
方
に
曽
遊
の
山
を
み
つ
け

て
、
古
い
日
の
様
々
な
想
い
出
を
語
り

あ
う
の
は
、
本
当
に
楽
し
い
も
の
だ
。

再
訪
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
、
皆
の
後

を
追

っ
た
。
下
山
は
三
時
半
頃
で
あ
っ

た
。そ

れ
か
ら
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

温
泉
に
も
勝
る

一
風
呂
を
味
わ
い
、
汗

も
泥
も
快
く
流
し
、
爽
快
な
気
分
で
懇

親
会
の

一
夕
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き

た
。
佐
々
会
長
の
二
十
回
も
転
倒
し
な

が
ら
と
言
う
今
日
の
登
山
談
、
御
挨
拶

が
あ
り
、
つ
い
で
入
広
瀬
村
村
長
の
須

佐
昭
三
氏
の
歓
迎
の
御
挨

拶

を

う

け

た
。
そ
れ
か
ら
宴
は
酎
わ
と
な
っ
て
、

越
後
の
秘
酒
を
は
じ
め
、
珍
し
い
薬
湯

は
疲
労
の
体
を
快
く
焼
惚
と
さ
せ
、
飛

び
入
り
の
隠
し
芸
が
花
を
そ
え
た
。
と

り
わ
け
、
越
後
支
部
の
佐
藤
俊
氏
扮
す

る
俄
か
神
官
の
お
被
い
は
、
最
初
居
な

ら
ぶ
人
達
が
神
妙
な
面
持
ち
で
注
視
す

る
中
を
、
や
け
に
落
ち
つ
き
は
ら

つ
て

始
め
る
だ
け
に
、
余
計
可
笑
し
さ
を
さ

そ
っ
て
人
気
を
博
し
た
。
も
う

一
日
早

く
祝
詞
を
奏
上
し
て
い
れ
ば
、
今
日
の

登
山
も
好
天
で
あ
っ
た
も
の
を
、
と
惜

し
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
味

つ
け
も
上

々
の
山
菜
は
、
二
十
種
に
も
及
ぶ
種
類

豊
富
な
贅
を
極
め
る
も
の
で
あ

っ
た
。

山
菜
料
理
は
な
ん
と
言

っ
て
も
、
山
里

の
そ
の
場
所
に
限
る
と
、
感
想
を
も
ら

す
の
は
本
音
で
あ
る
。

十
二
日
は
早
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ

る
。
八
時
、
越
後
支
部
の
方
々
、
松
屋

旅
館
の
皆
さ
ん
の
お
見
送
り
を
受
け
て

車
上
の
人
と
な
る
。
そ
れ
か
ら
入
広
瀬

村
の
山
菜
会
館
に
立
ち
寄
る
。
庭
前
の

記
念
碑
の

「山
菜
賦
」
が

眼

に
と

ま

る
。
そ
の
詩
か
ら
は
こ
よ
な
く
雪
国
の

人
々
を
愛
し
、
山
菜
に
造
詣
の
深
い
片

岡
博
氏
の
人
柄
の
片
鱗
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
い
か
に
比
の
村
の

人
達
が
雪
深
い
大
自
然
の
環
境
を
重
視

し
、
こ
れ
ら
の
恵
み
に
依
存

し
な
が

ら
、
そ
の
か
か
わ
り
あ
い
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
生
き
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

の
か
想
像
で
き
た
。

田
子
倉
湖
を
半
周
す
る
よ
う
な
コ
ー

ス
を
行
く
。
前
毛
猛
を
横
日
で
見
や
り

な
が
ら
、
美
し
い
景
観
に
湖

面
が
輝

き
、
初
夏
の
緑
が
眼
に
し
み
た
。
残
雪

の
浅
草
岳
を
垣
間
み
る
。
皆
さ
ん
は
撮

影
に
、
眺
望
に
、
談
笑
に
、
余
念
の
な

い
様
子
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
例
年
の
行
事
と
は
い
え
、
集

会
委
員
会
、
な
ら
び
に
越
後
支
部
の
皆

さ
ん
の
労
を
多
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
心
づ
く
し
の
お
世
話

を

い
た

だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎

回
皆
さ
ん
の
ご
好
意
に
甘
え
な
が
ら
、

来
年
も
ま
た
よ
り
有
意
義
で
、
実
り
多

い
山
行
が
で
き
ま
す
よ
う
に
、
今
か
ら

秘
か
に
期
待
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
片
岡
博
氏
の
影
武

者
的
推
進
力
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（参
加
者
）
佐
々
保
雄
（会
長
）
、
阿
部

慎
二
、
荒
野
康
子
、
泉
久
恵
、
伊
藤

美
恵
子
、
井
村
桂
子
、
入
沢
郁
夫
、

入
谷
浩
右
、
上
野
英
世
、
上
野
操
、

内
山
脩

一
、
大
倉
寛
、大
原
富
美
子
、

岡
本
如
矢
、
沖
永
裕
、
小
野
利
次
、

片
岡
博
、
菅
野
時
子
、
菅
野
弘
章
、

神
戸
恵
子
、
久
保
孝

一
郎
、
栗
原
敏

起
、
小
塩
丘
平
、
小
林
碧
、
佐
藤
淑

男
、
重
村
清
、
柴
田
初
子
、柴
田
尚
、

清
水
春
美
、
杉
山
叡
、
砂
田
定
夫
、

関
塚
貞
亨
、
高
沢
英
雄
、
高
沢
佐
恵

子
、
高
橋
晋
作
、
田
尻
良

一
、
鳥
居

亮
、
長
嶋
正
浩
、
名
児
耶
達
男
、
浜

口
欣

一
、
原
謙

一
、
原
田
幹
市
、
平

井
拓
雄
、
平
井
吉
夫
、
平
柳

一
郎
、

広
羽
清
、
福
久
米
之
助
、船
木
威
志
、

堀
井
昌
子
、
堀
井
潤
子
、松
原
明
子
、

松
丸
秀
夫
、
松
本
熊
次
郎
、
宮
城
恭

一
、
麦
倉
啓
、
村
木
康
義
、山
口
暁
、

山
口
一
孝
、
山
崎
勝
己
、
山
崎
健
、

山
崎
直
人
、
山
田
靖
子
、
吉
田
三
智

子
、
吉
田
実
、
吉
田
理

一

∧
越
後
支
部
∨
佐
藤

一
栄
（支
部
長
）

五
十
嵐
篤
雄
、
内
山
武
夫
、
大
橋
栄

蔵
、
斎
藤
省
吾
、
佐
竹
信
幸
、
佐
藤

金

一
、
佐
藤
俊
、
佐
藤
高
志
、
諏
訪

武
、
高
橋
庄

一
、
高
橋
久
広
、
田
中

栄
弘
、
早
川
英
夫
、
古
川
文
男
、
堀

井
浩
、
牧
野
牧
夫
、
松
本
英

一
、
室

賀
輝
男
、
望
月
力
、
森
谷
周
野
、
矢

田
目
昇
、
山
崎
幸
和

∧
集
会
委
員
会
∨
秋
元
孝
子
、
市
川

義
輝
、
荻
原
賢
司
、
小
野
寺
優
子
、

片
岡
泰
彦
、
上
仮
屋
正
和
、
神
山
良

雄
、
菅
原
広
男
、
中
川
武
、
野
沢
正

郎
、
若
林
幸
子

（高
沢
　
英
雄
）
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30 日本山岳会のよい点を一つだけあげて下さい。27 あなたにとって「山岳」はどういう価値をもっていま

すか ?

無回答

非常に有意義である

やや有意義である

どちらとも言えない

やや無意味である

非常に無意味である

28「山日記」を購読使用していますか ?

無回答

毎年購読使用している

時 々購 読 している

全然購読していない

31 最後に,日本山岳会に活動を強化してほしい項目を,

次のうちから答えて下さい。

14.1

14.1

17.4

「
l。 ″

l lZ・ ′

|■li:1群 |:::::1言 |::::三 li:II‖ I::|:::!::I;|三 ||:ill:||::II1 3b.U

障||::::T:|::::TI:::::::::π
::TII:li:T::||:::11:'::':::::||::軍

:::TI:::::富
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:青 :::轟 ::ill轟 :|:il轟 illl薔 轟||:|1轟 |:||:轟 i:1轟 |::轟 ii:::轟 三:|:薔 i:14

田 :軍珊 136
卜‐‐趾二」

m4,8
卜」
h

‖0.6

無回答

人の和

図書 0資料の充実

登山のモラルが高い

優秀な登山者が多い

クラブライフの充実感

登山家と対話ができる

その他

無回答

海外登山

自然保護

登山技術の向上(安全
登山の科学的研究)

高所医療の研究

行事・集会の充実

海外との交流

図書・資料の充実

山小屋の建設

その他

33

5.5

5.2

10,3

11.4

14.8

6.3

30。 9
29 日本登山界全体の現状をみて,本会は今後どうかかわ

っていったらよいと思いますか ?

17.6

無回答

もっと積極的にかかわって
指導的立場を確保すべきだ

会員の人数・質からみて現
状程度でよいのではないか

JAC独 自の道をいくべきだ

クラブライフを楽しめばよい

よくわからない

「

~¬

^FI  16.b
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爾翻 7.8
卜 出彙 コ

匿囲7.5

2.0

.2

の
電
話
で

お
知
ら
せ

て
い
ま
す

ビ
ー
ル
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時
　
九
月
二
日

（金
）
午
後
六
時
半

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
集
会
室

会
費
　
一
五
〇
〇
円

主
催
　
婦
人
懇
談
会

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

技
術
講
習
会

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

・
ハ
ー
ド
フ
リ
ー
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
に
代
表
さ
れ
る
最
新
の
登

攀
テ
ク
ニ
ッ
ク
の
指
導
講
習

机
上
講
習
会

日
時
　
九
月
十
七
日

（土
）
午
後
二
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
集
会
室

実
技
指
導
講
習

日
時
　
十
月

一
日

（土
）―
二
日

（日
）

場
所
　
奥
秩
父
小
川
山
周
辺

宿
泊
　
村
営
金
峰
山
荘
別
館

会
費
　
五
千
円

（保
険
、
宿
泊
費
、
食

糧
費
、
雑
費
等
を
含
む
。
交
通

費
は
別
）

交
通
　
小
海
線
信
濃
川
上
駅
下
車
、
バ

ス
川
端
下
停
下
車
、
徒
歩

一
時

間
、
車
の
場
合
は
、
中
央
自
動

車
道
須
玉
Ｉ

ｅ
Ｃ
Ｉ

一
四

一
号

定
員
　
三
十
名
程
度

締
切
　
九
月
十
日

申
込
　
事
務
局
ま
で

主
催
　
指
導
委
員
会

恒F 234-6659

し も こ

お 知 ら せ

会
員
懇
談
会

パ
ミ
ー
ル
キ
ャ
ン
プ
報
告

日
時
　
９
月
２９
日

（木
）
午
後
７
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
集
会
室

会
費
　
一
五
〇
〇
円

青
年
懇
談
会
が
登

っ
た
８３
年
の
パ
ミ

ー
ル
の
夏
山
の
報
告
を
、
ビ
ー
ル
を

飲
み
な
が
ら
聞
く
会
。

共
催
　
青
年
懇
談
会

集
会
委
員
会

婦
人
懇
談
会

会
津
の
山
歩
き

日
時
　
十
月

一
日

（土
）―
二
日

（日
）

場
所
　
会
津
の
山

詳
細
は
下
記

ヘ主
催
　
婦
人
懇
談
会

図
書
交
換
会

日
時
　
十
月
二
十
二
日
（土
）午
後
二
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
　
集
会
室

申
込
　
図
書
委
員
会
ま
で

東
京
近
郊
で
多
数
出
品
さ
れ
る
場
合

は
、
委
員
会
で
戴
き
に
伺
い
ま
す
。

地
方
の
方
は
宅
急
便
で
九
月
末
日
ま

で
に
送

っ
て
下
さ
い
。
希
望
価
格
を

つ
け
て
頂
き
ま
す
が
、　
一
任
の
場
合

は
委
員
会
で
適
価
を
つ
け
ま
す
。
売

上
げ
の
三
割
を
手
数
料
と
し
て
頂
戴

し
ま
す
。

松
方
さ
ん
の
提
唱
で
始

っ
た
こ
の
会
も

本
年
で
十
六
回
日
で
す
。
例
年
通
り
本

年
も
多
数
御
出
品
下
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

主
催
　
図
書
委
員
会

(10)
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山  458-198308・ 20(第二種郵便物認可)

17 海外登山の経験はありますか ?

無回答

なし

1回

2回

3回

4回

5回～

無回答

～3000m

^′4000m

～5000m

～6000m

～7000m

～8000m

8000m～

2.0

39.9

21,2

51

2.5

10.0

.0

10.9

6.5

11.6

19.3

13.0

18 海外登山経験者は,次の質問に答えて下さい。あなた
の登った最高高度は ?

4.7

19 会員として本会の運営組織をどうお考えですか ?

(最も強く感じられていることを一つだけ)

無回答

1。 2

1.8

5。7

4.6

10.3

あ

もっと人材を活用すべきだ

組 織 が硬 直しすぎている

現状に満足,よ くやっている

もっとクラブライフを
楽しむようにすべきだ

JACを 正しく理解し,運

営活動 に協力すべきだ

20 年会費をどう思いますか ?

無回答

非常に高い

や や 高 い

どちらとも
百えない

や や 安 い

非常に安い

が
だ

感
き

機
ベ

危
す

に
笠
ロ

来
改

将
で

の
の

会
る

7

21 現在会費は,東京近郊在住者は年額8500円 ,地方在住
者は6000円 です(地方在住の支部会員は別に支部会費
1000～1500円 )。 この差をどう考えますか ?

無回答

妥当と思う

差が開きすぎる

同額とすべきだ

同額にし支部還元
金を増額すべきだ

69.5

12.1

22 現在の山岳会所属の支部は,小じんまりとしてまとま

っているものから,活発に活動しているものまで,バ
ラエティに富んでいます。支部の現状についてどのよ

うにお考えですか ?(必ず一つだけ)

23 現在,会員の支部加入・未加入は自由です。支部役員

は当該地方在住会員の支部加入の勧誘に苦労していま

す。その点についてどう思いますか ?

無回答

義務づけるべきだ

自由であるべきだ

わからない

48.8

24 次期委員を引き受ける気がありますか ?

3.2

25 会報「山」を読んでいますか ?

無回答

現状でよい

強化・充実すべきだ

若い支部員が少ない

他 支部 との交流を
活発 に すべきだ

東京と交流が少ない

財政が苦しい

独立した会として「支部
連邦制」にした方がよい

その他

無回答

積極的に引き受ける

頼まれれば引き受ける

引き受けない

無回答

全部読む

無回答

全部読む

興味あるとこ
ろだけ読む

ときどき読む

全然読まない

1.4

1。 9

1.5

5。 2

5。7

6。0

8.5

1.3

l13

150

26.8

興味あるとこ
ろだけ読む

ときどき読む

全然読まない

26「山岳」を読んでいますか ?

7.5

(11)



(第二種郵便物認可)山  458-198308020

7 日本山岳会以外の山の会に所属していますか ? 12 会室を1年間にどの程度利用しますか ?

無回答

所属していない

一つ入っている

二 つ

四 つ

五つ以 |■

0.3 無回答

利用 しない

～4回

～9回

～19回

20回～

0.5

50.5 13.9

132 38

0。9 3.5

0.3

8 日本山岳会に入会した理由は ?

13 これまでに集会,その他の活動 (支部行事も含む)に
どの程度参加しましたか ?

無回答

人にすすめられて

海 外 登 山 のため

登山の知識情報を得るため

登山の技術を修得するため

山の友人を得るため

その他

0。 3 無回答

参加 したことがない

～4回

～9回

～19回

20回～

25.6

12.3 。7

13.7

1.4 9。 4

13.3

14 図書室を利用したことがありますか ?

9 現在の入会方法をどう思いますか ?

無回答

いつも利用している

利用したことはある

禾ll用 したことはない

知らない

無回答

もっと厳格にすべきた

現状でよい

もっと解放すべきだ

112.3

爾ヨ143
ド

~“

夕
藝囲硼

31.4

76。 7

10 いま会員の実在数は 3800人から 3900人の間です。

現在の日本の登山界における本会の立場から見て,こ
の会員数をどう思いますか ?

15 上高地の山岳研究所 (山研)を知っていますか ?

無回答

多いほどよい

1万人以内

現状でよい

少数精鋭主義にすべきだ

徹底した少数精鋭主義
にしばった方がよい

2.0

無回答

たびたび利用している

禾lj用|し たことがある

まだ利用していない

利用したくない

利用しづらい

知らない

3,7

15。 6
20。 9

12.9

1.0

8.8
3。 1

4.6

11 日本山岳会の定款第 2章「目的および事業」を読んだ

ことがあ りますか ?

無回答

読んで知っている

読 ん だが忘れた

読んでいないが読みたい

興味がない

16 年間どのくらい山に行きますか ?(過去 5年平均)

0.8 無口答

0

～9日

～29日

30日 ～

2.2

38.0

44.4 33.4

13.3
40。 9

5。 1

(12)



山  458-198308・ 20(第二種郵便物認可)

全会員を対象としてアンケー ト調査を行なうことによ

って,日本山岳会の現状を正しく把握し,今後の会運営

の資料とするため,去 る二月の理事会の決議により,ア
ンケー ト調査特別委員会が設置された。

本委員会は,こ の計画を実施するため, 3月 9日 より

10数回の会合を開いて作業を行なったが,こ のほどその

調査結果がほぼまとまったので,と りあえずその集計結

果のみを報告することにする。

この種のアンケート調査は,過去一回,昭和 47年に

集会委員会によって行なわれただけであるが,今回は前

回を上まわる規模をもって実施し, 設問数 31, 総発送

数は3900通 となった。集計は従前の手作業にかわって,

コンピューターが使用された。

回答率は,前回 32%(発送数 2364,回 答数 766通 )

1 在籍年数 (数字は%)

卜調 査 報 告

ア ン ケ ー ト調 査 特 別 委 員 会

であったのに対し,今回は 45%(発送数 3900,回 答数

1755通)と いう高率に達した。 これは会員のほぼ半数

にあたるが,ア ンケー トの回答率としては高い方で,こ
の調査結果は, 日本山岳会の実体,会員の意識をかなり

広ぞ反映したものと考えてよいであろう。

最後に今回の調査に対して寄せられた会員のご支援 ,

ご協力に対し,厚 く感謝の意を表する。

委員長  小倉  厚

委 員  神崎 忠男  西村 政晃

高遠  宏  関塚 貞亨

三辺 夏雄  市村 洋子

三沢 幸夫  相馬  勉

大峰 芳枝

特別協力 小野寺優子

4住 所

無口答

ア ン ケ

無口答

～5年

～10年

～15年

～20年

～30年

～40年

～50年

51年～

2性 別

無回答

男性

女性

3 満年令 (4月 1日 現在 )

無回答

～19才

～29才

～39才

～49才

～59才

～69才

～79才

～89才

90才～

0。9 0.4

0.5

5。9

東京および近郊(東京都 ,神
奈川,埼玉,千葉の各県)

18.0 関東各県で通勤可能な地域

その他関東各県

支部に加入

支部未加入

支部のない県

5職 業

無回答

企業事務職

企業労務職

専門職(教師等)

商工自営

その他自営

農林漁業

主婦

学生

無職

6 年会費は どち らですか ?

無回答

6000円

8500円

25ドル

名誉・永年会員

終身会員

15.6

15。 1

12.6

8.0

3.1

1.6
14.5

10.4

。4

54.5

7.2

1。 1

.9

7.3

7.4

31。 1

41.1

1.5

0.2

(13)
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